
   　  精神保健事業   　  精神保健事業   　  精神保健事業   　  精神保健事業のののの体系体系体系体系

（平成２４年４月１日現在）

【その他の精神保健福祉法・障害者自立支援法関連業務】

保健所・保健センター こころの健康センター

　普及啓発普及啓発普及啓発普及啓発
　○こころの健康づくり
　○こころのバリアフリー

市民のための精神保健講座
「こころの健康マップ」作成、配布
地域交流事業

地域健康教育

精神障害者社会参加地域啓発事業

こころの健康フォーラム
こころの健康早期支援事業（思春期）

　相談相談相談相談・・・・支援支援支援支援
　○こころの健康づくり
　○疾病の早期発見対応
　○地域生活支援
　○医療観察法による支援

こころの健康相談（精神科医）

電話／面接／家庭訪問（随時）

通報対応

個別検討調整会議

こころの相談電話（専用）
精神保健福祉相談
・専門相談（自死遺族・依存症・思春期）

・面接／訪問／診療／往診（複雑困難事例）

入院患者相談電話（専用）

　社会参加社会参加社会参加社会参加のののの促進促進促進促進
　○当事者・家族支援
　○入院患者退院促進
　○福祉サービス等利用促進
　○就労支援

障害者生活センターⅠ型（直営）
こ　ら　ー　れ

当事者会・家族会・自主グループ支援

地域移行支援（個別）

「施設ガイドマップ」作成，配布

通所奨励金，交通費の支給

精神障害者社会適応訓練事業

退院意欲向上事業
地域移行支援事業
地域定着支援事業
危機介入事業

　特定対策事業特定対策事業特定対策事業特定対策事業　　○自殺対策

　　　　　　　　　　　　　　 ○依存症対策

　　　　　　　　　　　　　　 ○思春期精神保健対策

　　　　　　　　　　　　　 　○ひきこもり対策

自殺対策推進事業
（地域啓発活動）

自死遺族の集い
気づき・つながり・支える命支援事業
（関係機関との連携）

職域依存症対策推進事業
一般医療機関／ｱﾙｺｰﾙ専門病院ﾈｯﾄﾜｰｸ化事業

思春期精神保健ケースマネージメント事業

ひきこもり対策推進事業
ひきこもり地域支援センター

　基盤整備基盤整備基盤整備基盤整備
　○支援者の育成
　○支援ネットワークづくり
　○調査・研究

専門研修
地域精神保健福祉連絡会
事例検討会

調査・研究

業務まとめ冊子の配布

各種の専門的研修

保　健　管　理　課

・精神保健福祉審議会
・精神科救急医療体制整備事業
・精神保健指定医・指定病院に係る
　事務
・自立支援医療（精神通院）の医療
　機関指定
・精神科病院の実地指導・実地審査

保健所・保健センター

・福祉サービス［受付／審査／交付］
・自立支援医療（精神通院）
　［受付／支払い］
・精神障害者保健福祉手帳［受付］
・医療保護入院に係る事務
・措置入院に係る事務
・福祉施設等への補助金交付

こころの健康センター

・自立支援医療（精神通院）
　［支給認定／受給者証発行］
・精神障害者保健福祉手帳
　［判定／発行］
・精神医療審査会
・思春期精神保健審議会
・依存・嗜癖関連問題対策審議会
・精神障害者地域支援対策審議会
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ⅠⅠⅠⅠ    保健所保健所保健所保健所        

１１１１    精神障害者精神障害者精神障害者精神障害者のののの医療医療医療医療    

 (1) 措置入院 

 市民や、警察官等から「自身を傷つけ、又は他人に害を及ぼすおそれがある」等との通報や申請

に基づき、その状況を調査し、指定医による診察を行い、その結果入院が必要と認められた場合、

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（以下この節において「法」という。）第 29 条の規定に

より指定都市の市長の権限で入院措置をとる。 

 岡山市保健所では、通報を受理すると職員が事前調査を行い、診察に同行し入院の要否に係る対

応及び状況把握や保護者の指導等を行っている。 

  ア 通報等の処理状況（( )内は、通報等受理したもので、岡山市外に居住地がある者） 

                                        平成２３年度

法第29条該当症
状 の 者

法第29条該当症
状でなかった者

精神障害者でな
か っ た 者

一 般 の 申 請 23条 1(0) 1(0) 0(0) 0(0) 0(0)

警 察 官 通 報 24条 37(1) 4(0) 9(0) 24(1) 0(0)

検 察 官 通 報 25条 13(1) 4(0) 6(1) 3(0) 0(0)

矯正施設長通報 26条 23(0) 23(0) 0(0) 0(0) 0(0)

74(2) 32(0) 15(1) 27(1) 0(0)

診 察 を 受 け た 者 （ 人 ）

合　　　　　　　　計

区分
申請通報届出
件 数 （ 件 ）

調査により診察の
必要がない と認
め た 者 （ 人 ）

 

イ 措置入院患者の状況  

（（ ）内は、通報等受理したもので、岡山市保健所が対応した岡山市外に居住地がある者） 

区　分 22年度末措置患者数 23年度新規措置患者数 23年度措置解除患者数 23年度末措置患者数

人 数 7(0) 15(0) 15(0) 7(0)
 

 

(2) 医療保護入院 

管内病院からの法第 33条による医療保護入院者の入院届等を受理している。 

法第 33 条に規定する医療保護入院に際して、精神障害者に保護者がいないとき、又はその義務を

行うことができない場合は、市長が保護者となる。 

 

    入退院届出件数                                     平成２３年度 

     

法33条第1項 法33条第2項

件 数 1,769 519 1,897

保護者の同意による入院届出件数
区分 退院届出件数

 

 

２２２２    障害者自立支援法及障害者自立支援法及障害者自立支援法及障害者自立支援法及びびびび精神精神精神精神障害者障害者障害者障害者保健福祉手帳保健福祉手帳保健福祉手帳保健福祉手帳にににに係係係係るるるる事務事務事務事務    

(1) 自立支援医療費（精神通院） 

障害者自立支援法の規定に基づき、原則、通院に係る医療費総額の９割を保険者及び公費で負担

施施施施    策策策策    のののの    現現現現    状状状状    
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する。各保健センター、分館においては、自立支援医療費（精神通院）申請や各種変更届等の受付

を行っている。 

申請受付数                                  平成２３年度 

申請窓口
北区中央
保健セン

ター

北区北保
健センター

中区保健
センター

東区保健
センター

南区西保
健セン
ター

南区南保
健セン
ター

御津分館 建部分館 瀬戸分館 灘崎分館 合計

件数 5,104 1,356 1,280 1,194 830 1,677 77 50 230 231 12,029

   

(2) 自立支援医療費（精神通院）支払い事務 

  各医療機関、薬局等から請求のあった診療報酬の公費負担分について、支払い事務を行っている。 

  ○支払い件数：  １４１，３５０ 件    

    

(3) 自立支援給付（障害福祉サービス） 

   障害者自立支援法の規定に基づき、保健所及び各保健センター、分館において、自立支援給付（障

害福祉サービス）の申請や各種変更届等の受付を行っている。 

                          平成２３年度 

   

新規 更新 新規 更新

申請数 190 316 267 426

合計

介護給付 訓練等給付

506 693  

（4）精神障害者保健福祉手帳の交付 

各保健センター、分館において、申請受付・交付事務を行っている（新規・更新・障害等級変更・

市外転入）。                                 平成２３年度 

申請窓口
北区中央
保健セン
ター

北区北保
健セン
ター

中区保健
センター

東区保健
センター

南区西保
健セン
ター

南区南保
健セン
ター

御津分館 建部分館 瀬戸分館 灘崎分館 合計

申請受付数 1158 272 174 196 90 380 15 18 30 35 2,368

窓口交付数 818 204 136 152 73 300 12 15 25 25 1,760

 

３３３３    地地地地域精神保健活動域精神保健活動域精神保健活動域精神保健活動    

 (1) 普及啓発 

 精神保健福祉に関する知識の普及啓発により、住民の心の健康の保持増進を図るとともに、精神

障害に対する偏見を解消し、障害者を地域で支える環境づくりを推進している。 

 また、地域精神障害保健活動を円滑に推進するため、保健・福祉・医療関係者による情報交換や

事例検討、協議等を行う場を設けている。 

                平成２３年度 

                                

  

  

 (2) 相談・支援事業 

   保健所及び各保健センター、分館において、心の健康に関する相談や認知症高齢者、精神障害者

の社会復帰等についての精神科医師や保健師等によるこころの健康相談や支援を実施している。 

開 催 回 数 参 加 者 数 

391 6,651 
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  また、在宅の精神障害者に対して、保健所保健師等による家庭訪問を実施している。 

 

 ア 保健所及び各保健センター、分館への来所相談の利用状況   平成２３年度 

  

実 件 数 延 件 数

相 談 日 65 115 120

相 談 日 以 外 - 2,139 2,495

合 計 65 2,254 2,615

区 分 実 施 回 数
相 談 件 数

    
        注）相談日は精神科専門医による相談。相談日以外は保健師による相談件数。 
 
 

イ 来所相談結果（相談日における相談結果の分類）              平成２３年度 
                                    

 

ウ 支援状況                                平成２３年度 

区分 医療機関の紹介 相談継続 訪問指導 社会資源紹介 カウンセリング その他

件　　数 33 6 3 11 73 8  

                                注）複数の支援を行った場合は重複掲載。 

 

  エ 電話相談実施状況 

○相談延件数： ４，０９７ 件 

   

オ 保健師による訪問相談実施状況                    平成２３年度 

認知症高齢者 その他の精神障害 アルコール依存 計

人　　数 576 29 1,643 26 1,698

区　　分 実　件　数
延 件 数

   

 

 

カ 精神科専門スタッフによる訪問相談事業                平成２３年度 

医 師 そ の 他

人　　数 4 6 6 6 0

派 遣 人 員 内 訳
区　　分 訪 問 実 件 数 訪問延件数 保健所保健師等

    

 

キ 精神保健福祉相談員の養成 

 精神保健福祉相談員を養成するため、精神保健福祉相談員養成講習会に保健師を派遣している。 

    ○資格保持者数：  １２ 人 

人数（延） 相談結果 人数（延）

11 Ｆ６ 成人のパーソナリティ・行動の障害 5

6 Ｆ７ 精神遅滞（知的障害） 3
36 Ｆ８ 心理的発達の障害 13
12 Ｆ９ 小児／青年期の行動・情緒障害等 0

26 診断なし 12
1 その他 1

Ｆ３ 気分（感情）障害
Ｆ４ 神経性障害、ストレス関連障害等
Ｆ５ 生理的障害および身体的行動症候群

相談結果

Ｆ０ 症状性を含む器質性精神障害
Ｆ１ 精神作用物質による精神・行動の障害

Ｆ２ 統合失調症、統合失調型障害等
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 (3) 精神障害者地域交流事業 

 東区保健センター（旧西大寺保健センター）エリアで、当事者会（ピースハート）と介護老人福

祉施設入所者及び他障害者の会等との交流会を開催している。 

  ○愛育委員との交流会    ： １回 

  ○他障害者の会等との交流会 ： １回 

 

(4) 精神障害者社会参加地域啓発事業 

精神障害者の社会参加の促進への理解を深める普及啓発事業を、岡山市愛育委員協議会に委託し

実施している。 

 ○普及啓発事業      研修会             ：１２回（６３７人） 

              施設見学・体験学習       ：１０回（２９３人） 

              企画会議            ： ７回（ ６９人） 

 

(5) 地域精神保健福祉連絡会 

保健、福祉、医療関係者等の連携、研修の場としての地域精神保健福祉連絡会を開催している。 

  ○地域別研修会             ○全体研修   

    開催回数   ：   ６回       開催回数   ：  １回 

    参加者数   ： ２３８人 

  ○幹事会         ２回 

 

(6) ケース検討会 

対応の困難な事例について、関係機関相互の連携を図り、適切な支援を継続するため実施している。 

                                  平成２３年度 

北区中央 北区北 中区 東区 南区西 南区南 御津 灘崎 瀬戸 建部

59 26 70 17 16 30 0 0 1 0

センター

 

    

４４４４    社会復帰対策社会復帰対策社会復帰対策社会復帰対策    

 回復途上の精神障害者の社会復帰を促進するため、訪問等による相談・支援を行うとともに、社会適

応訓練の場の確保や障害者の就労に向けての援助を行っている。 

 ○社会復帰相談指導件数  ：６２４件                       

 (1) 当事者会、家族会活動の支援 

精神障害者の病状回復や社会復帰の促進、また、不安や悩みの軽減のため、精神障害者やその家

族が互いに支えあい、ともに活動する場である当事者会、家族会の育成、支援を行っている。 

   ア 保健所中心で結成している当事者会、家族会の状況             平成２３年度 
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名　称 活　動　状　況 名　称 活　動　状　況

東区保健
センター

ピース
ハート

毎月第1金曜日開催
話し合い、交流会、レクリエー
ション（野外活動）、調理実習等
12回、142人

北区中央
保健セン
ター

NPO法人
ふりこの会

毎月第3火曜日開催
総会，講演、ビデオ、話し合い
研修報告、地域交流会等
10回、130人

南区西保
健セン
ター

たのしい会 休会
東区保健
センター

NPO法人
さつき会家
族の集い

毎月第2金曜日開催
総会、家族交流会、講演会、施
設見学会、作業所運営、話し合
い等　　11回、60人

北区北保
健セン
ター

ふれあい
ハート会

毎月第3水曜日開催
話し合い、レクリエーション等
11回、41人

南区西保
健センター

ひまわり会
毎月第3木曜日開催
総会、交流会、話し合い等
12回、103人

灘崎分館
なのはな会
(当事者・家
族合同）

毎月第3月曜日開催
話し合い、交流会、調理実習、
レクリエーション等
12回、97人

灘崎分館 なのはな会
毎月第1月曜日開催
役員会、講演会、研修会等
13回、44人

障害者生
活支援セ
ンター

しらゆり会
毎月不定期開催
話し合い、レクリエーション等
14回、61人

障害者生
活支援セ
ンター

なでしこ会
奇数月開催・不定期開催
総会、定例会、研修会、講演
会、交流会等　　10回、79人

精神保健
係

岡精連
（岡山市精
神障害者団
体連絡会）

毎月第3金曜日開催
話し合い、企画等
12回、142人

精神保健
係

市家連
（岡山市精
神障害者団
体連絡会）

不定期開催
役員会、代表者会、
家族ゼミナール等
13回、180人

御津分館 みつの会 休会

当　事　者　会　・　家　族　会　の　状　況

担　当
当　事　者　会　の　状　況

担　当
家　族　会　の　状　況

 

   イ 岡山市精神障害者家族会連絡会補助金 

会員間の情報交換、市民への理解と啓発活動を行っている岡山市精神障害者家族会連絡会の

活動費の一部を補助している。 

 

 (2) 地域活動支援センターⅠ・Ⅱ・Ⅲ型事業所等への助成 

作業・生活訓練とふれあいの場を提供し、社会適応能力の向上を図る地域活動支援センターⅠ・ 

Ⅱ・Ⅲ型事業所等に対して運営に要する経費等を補助し、地域活動支援センターⅠ型事業所を除き、

通所のための交通費の一部を助成している。 

（地域活動支援センターⅠ・Ⅲ型等補助金及び精神障害者（小規模）通所授産施設通所奨励金は、平 

成 18年 10 月から、地域活動支援センターⅡ型補助金は平成 23年 1月から。） 

                                   平成２３年度 

地域活動支援センターⅠ・Ⅱ・
Ⅲ 型 等 補 助 金

補 助 施 設 数 17

精 神 障 害 者 社 会 復 帰
施 設 運 営 費 補 助 金

補 助 施 設 数 3

精神障害者（小規模）通所授
産 施 設 通 所 奨 励 金

補 助 施 設 数 1
        

(3) 精神障害者社会適応訓練事業 

 精神障害者が一定期間協力事業所（職親）へ通い、対人能力、仕事に対する集中力等を養い、就

労へのステップとして活用している。 

 （保健所において、職親登録や対象者からの申し込みを受け付け、その状況を調査する。） 

精神障害者社会適応訓練実施状況                                   平成２３年度 
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年度当初 新規者 更新者 年度末 登録職親数 訓練実施職親数

人　数 357 2 2 3 1 20 4

区　分 訓練日数（延）
訓練実施者数 職親の状況

  

 

ⅡⅡⅡⅡ    こころのこころのこころのこころの健康健康健康健康センターセンターセンターセンター    

１１１１    精神保健福祉相談精神保健福祉相談精神保健福祉相談精神保健福祉相談・・・・支援支援支援支援    

 精神保健及び精神障害者福祉に関する相談及び指導のうち、複雑又は困難なものについて、相談を

実施する。 

 (1) 専門相談（専門医による相談）             （平成 23 年度） 

  依存症相談 思春期相談 自死遺族相談 

実施回数  24 24 24 

相談者数（実）  10 8 2 

相談者数（延）  39 24 4 

 

 (2) こころの電話相談  

※ 「老人精神保健」から「うつ・うつ状態」までに該当しない精神保健福祉に関する相談・支援 

 

(3) 来所相談 

※ 「老人精神保健」から「うつ・うつ状態」までに該当しない精神保健福祉に関する相談・支援 

 

(4) 訪問 

※ 「老人精神保健」から「うつ・うつ状態」までに該当しない精神保健福祉に関する相談・支援 

(5) 診察 

    

　　　   区分
年度

老人精神
保健

社会復帰 アルコール 薬物 思春期
こころの

健康づくり
うつ・

うつ状態
その他※ 計

21 22 9 29 5 145 176 174 1,096 1,656

22 107 20 42 29 98 130 170 1,697 2,293

23 40 7 26 5 76 27 108 2,054 2,343

　　　   区分
年度

老人精神
保健

社会復帰 アルコール 薬物 思春期
こころの

健康づくり
うつ・

うつ状態
その他※ 計

22 296 77 8 4 28 3 1 165 582

23 17 181 9 5 50 1 21 464 748

実人数 延人数 実人数 延人数

21 73 131 9 25

22 55 347 6 81

23 54 341 11 188

　　  　  区分
年度

診察 往診（再掲）

　　　   区分
年度

老人精神
保健

社会復帰 アルコール 薬物 思春期
こころの

健康づくり
うつ・

うつ状態
その他※ 計

21 13 46 13 1 109 48 19 375 624

22 34 23 13 0 142 31 11 571 825

23 4 96 6 1 228 74 26 537 972
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２２２２    地域地域地域地域でのでのでのでの支援体制支援体制支援体制支援体制のののの基盤基盤基盤基盤づくりづくりづくりづくり    

(1) 地域関係機関への技術援助 

地域精神保健活動を推進するため、関係諸機関に対し専門的立場から、積極的な技術指導及び技

術援助を行う。 

○技術指導及び技術援助件数 

     

(2) 人材育成                             

    精神保健福祉業務に従事する職員等に、専門的研修等の人材育成を行い、技術水準の向上を図る。 

○研修会 

・自死遺族支援研修会  開催回数 1回  参加者数 4人（実） 

・地域移行支援研修会  開催回数 1回  参加者数 82人（実） 

・アルコール依存症支援者専門研修 開催回数 1 回  参加者数 45 人（実） 

○関係機関等への講師派遣 

・講演会        講師派遣回数 9回 

 

(3) 精神障害者地域支援システム整備事業 

    精神障害者が住みなれた地域を拠点とし、本人の意向に沿った生活を送るため、地域生活への移

行並びに地域生活を継続するために必要な支援システムを構築する。 

○退院意欲の向上 

精神科病院に入院中の精神障害者に対して、病院と協働して退院意欲の向上に取り組

んでいる。 

グループ活動等実施回数 参加者数（延） 企画会議 

33 回 681 人 30 回 

○地域移行支援 

精神科病院に入院中の精神障害者に地域移行推進員を派遣し、病院をはじめ関係機関

と協力して退院支援及び退院後の支援を実施している。 

対象者数（実） 面接・訪問等支援回数（延） ケース会議 

15 人 453 回 45 回 

○危機介入 

 受療中断や自らの意思では受診できないなどの理由で、日常生活上の危機や家族・近

隣とのトラブルが生じている精神障害者に対して医師を含む多職種チームが訪問し、で

きるだけ入院をせずに地域での生活継続支援を行っている。 

対象者（実） 多職種チームによる支援（延） ケース会議 

23 人 379 回 96 回 

　　　    区分
年度

保健所 市町村 福祉事務所 医療施設
介護老人

施設
社会復帰

施設
社会福祉

施設
その他 計

21 71 31 7 59 4 6 16 49 243

22 501 191 128 307 1 71 141 370 1,710

23 997 46 105 1,335 2 29 174 723 3,411
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○研修会 

 地域移行・地域定着支援に関する研修会を病院と協力して実施している。 

  開催回数：2 回  参加者数：53 人 

 

(4) こころの健康早期支援事業 

誤解や偏見が比較的少ない中学生に精神疾患について学ぶ機会をもつことで、精神疾患に対する

正しい理解をもち、誤解や偏見を防止することと精神的不調や疾病を抱えた若者の早期支援を行う。 

・平成 23年度実施校：岡山市立京山中学校 

○人権教育での取り組み（授業） 

    人権教育の中で精神疾患について学び、正しい知識を得ることを目的に授業を実施する。 

授業回数：4回 対象学年：2年生（8クラス 268 名） 

○専門研修（教職員対象） 

 精神疾患に関する理解を深め、早期支援に必要な知識を得るために教職員を対象に専

門研修を実施する。 

回数：1回 

○専門相談   

精神疾患の疑いのある生徒に関して生徒自身やその家族、または教員に対し、精神科医など

を派遣し専門相談を実施する。 

回数：8回 相談者数（延）：14 名 

○実践評価検討会 

精神科医、教育委員会、学校関係者などで学習内容などの評価検討を行う。 

          回数：2回 

  

(5) 児童思春期精神保健対策事業 

 ○思春期精神保健ケースマネジメント事業 

さまざまな思春期の問題に効果的な支援を行うため、教育・保健・医療・福祉・司法

等の関係機関が連携しながら多職種の有機的な連携を支援するためのケースマネジメン

ト事業を実施する。 

・申込件数 2 件 

・アセスメント会議 開催回数：3 回 

  

(6) ひきこもり対策推進事業 

岡山市ひきこもり地域支援センターにおいて、ひきこもり本人や家族等への支援を実施する（一

部事業は NPO 法人リスタートへ委託）。 

○相談支援 

・延べ相談件数 

電話相談 来所相談 訪問 

616 396 77 

・対応ケース数：92 ケース 
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    （対象者男女別） 

男性 女性 計 

73 19 92 

  （対象者年齢別） 

19 歳以下 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60 歳以上 計 

18 41 23 8 2 0 92 

（初回相談者別） 

本人 本人＋家族 家族 計 

11 23 58 92 

○連絡協議会 

      開催回数：1回   参加機関数：10 機関 

○家族教室（全 4回） 

      参加者数：33 名（延） 

○ひきこもりサポーター派遣事業 

・ひきこもりサポーター養成セミナー（全 4回） 

参加者数：サポーター希望 3名   

一般参加（保健所職員、現役サポーター等）：7名 

・ひきこもりサポーター  

平成 23 年度登録人数 7名 

○社会参加応援事業（委託） 

利用件数：316 件（延）  利用者数：14名（実） 

○就労支援（委託） 

利用者数 2名（延） 

○ひきこもり支援従事者研修（委託） 

開催回数：1回  参加人数：28名 

   

(7) 依存症対策推進事業 

   ○職域依存症対策推進モデル事業 

働き盛りの時期の多量飲酒者に早期に介入し、依存症への移行を予防するための対策を推進

する。 

・アルコール依存症予防早期介入実践プログラム「おいしくお酒を飲むための教室」の作成及

び実施 

       初期介入プログラムの実施：5か所 6回 

       継続的介入プログラムの実施：4か所 6回 

・職域依存症対策推進モデル事業評価検討会議   開催回数：4回 

○一般医療機関・アルコール専門病院ネットワーク化事業 

 一般医療機関とアルコール専門病院の連携により、一般医療機関を受診するアルコール関連

問題を有する患者を、より早期にアルコール専門治療に導入するためのネットワークシステム

を構築する。 
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・一般医療機関アルコール専門研修  開催回数：1回  参加者数：63人 
（岡山市医師会に委託実施） 

     ・アルコール依存症早期支援ネットワーク会議  開催回数：3回 

 

(8) 自殺対策推進事業 

   自殺予防と自死遺族支援等の総合的対策を検討するための基礎資料を得るための実態調査及び、

自殺予防のための相談支援や自死遺族の集いを開催している。 

・自殺予防のための特別相談会  開催回数：1回  相談者数：6人（延） 

・わかちあいの会（自死遺族の集い）の開催  月１回開催  参加者数：30人（延） 

【地域自殺対策緊急強化基金事業】 

 ○ハイリスク者のための相談支援事業 （自殺実態調査の分析） 

・救急外来受診者・・・自殺企図後、救急外来に搬送された人 

       アンケート調査：17 件   面接調査：7件   継続相談支援：2件 

・精神科医療機関受診者・・・精神科医療機関に通院中で過去に自殺企図歴がある人 

       アンケート調査：248 件  面接調査：25 件 

・自死遺族・・・家族を自死で亡くした遺族      面接調査：3件 

      ・高齢者・・・要介護認定を受けた本人及び介護する家族 

         相談・面接調査：274 件（アンケート調査は平成 21年度に実施） 

○ハイリスク者に対する相談支援事業推進作業部会  開催回数：3回  参加者数：57人（延） 

○救急外来受診者担当班会議 

       開催回数：１回 参加者数：11人 

○自殺未遂者・希死念慮者に対する相談支援モデル事業（弁護士派遣事業） 利用者数：1人 

 

３３３３    こころのこころのこころのこころの健康健康健康健康についてのについてのについてのについての普及啓発普及啓発普及啓発普及啓発 

  一般住民に対し、精神保健福祉の知識、精神障害についての正しい知識について普及啓発を行う。 

内     容 参加者数 

精神障害者が安心して生活するために 

～地域移行・地域定着支援研修～ 
95 人 

                 

    

    

４４４４    自立支援医療費自立支援医療費自立支援医療費自立支援医療費（（（（精神通院精神通院精神通院精神通院））））のののの支給認定支給認定支給認定支給認定、、、、発行発行発行発行    

   精神疾患により通院が必要な患者の医療費の自己負担割合が原則１割となる制度。 

こころの健康センターにおいて、支給認定及び受給者証発行業務を行っている。 

    （平成 24 年 3 月 31 日現在 支給認定者数） 

障 害 名 ＩＣＤカテゴリー 人数 

症状性を含む器質性精神障害 Ｆ０ 296 

精神作用物質使用による精神および行動の障害 Ｆ１ 243 
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統合失調症、統合失調型障害および妄想性障害 Ｆ２ 3,290 

気分（感情）障害 Ｆ３ 2,855 

神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害 Ｆ４ 1,166 

生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群 Ｆ５ 52 

成人のパーソナリティおよび行動の障害 Ｆ６ 60 

精神遅滞（知的障害） Ｆ７ 80 

心理的発達の障害 Ｆ８ 805 

小児期および青年期に通常発症する行動および情緒の障害 Ｆ９ 119 

てんかん Ｇ４ 512 

その他の精神障害 Ｆ９９ 0 

合 計  9,478 

 

５５５５        精神障害者保健福祉手帳精神障害者保健福祉手帳精神障害者保健福祉手帳精神障害者保健福祉手帳のののの判定判定判定判定、、、、発行発行発行発行    

 一定の精神障害のある方に対して、その障害を認定して手帳を交付することにより、各種の支援が

受けられ、自立と社会参加の促進を図ることを目的とした制度。こころの健康センターにおいて判定

及び手帳発行業務を行っている。 

（平成 24 年 3 月 31 日現在 手帳所持者数） 

等 級 １級 ２級 ３級 合計 

人 数 434 2,552 392 3,378 

 

６６６６    精神医療審査会精神医療審査会精神医療審査会精神医療審査会のののの運営運営運営運営    

 自発的意思によらず入院している精神障害者（措置入院、医療保護入院）の人権に配慮し、適正な

医療及び保護を確保するために、患者の入院の適否、処遇等について専門的かつ独立的に審査を行う

機関。医療委員 9名、法律家委員 4名、有識者委員 4名で構成される。こころの健康センターに事務

局を置く。又、精神科病院の病棟からの専用電話回線を事務局内に設置し、患者からの病院での処遇

等に関する相談にのっている。 

 

 

 

 

 

(1) 精神医療審査会審査件数                                    (平成 23 年度) 

種   類 件 数 

措置入院者の定期病状報告 8   

医療保護入院者（法第３３条第１項）の定期病状報告 1,117   

医療保護入院（法第３３条第１項）届 1,744   

退院請求 71   

処遇改善請求 2   
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(2) 専用電話回線による入院患者からの相談延件数      570 件 

 

ⅢⅢⅢⅢ    そのそのそのその他他他他    

１１１１    精神科救急医療体制整備事業精神科救急医療体制整備事業精神科救急医療体制整備事業精神科救急医療体制整備事業    

緊急な医療を必要とする精神障害者等のための精神科救急医療体制を確保するため、次の事業を実施

している。（岡山県と共同実施） 

(1) 精神科救急情報センター事業 

本人、家族、警察、消防機関等からの電話による救急相談や診察・入院依頼等を早期に最も適切な 

救急医療に結びつけるために、県下の救急医療情報や急患の発生状況を収集し、緊急な対応を要する

精神障害者等に関する相談及び指導を行うとともに、必要に応じて情報の提供や利用者と医療機関等

との連絡調整を行う精神科救急情報センター事業を実施している。 

 ア 運営時間 

   休日（土曜日を含む）：午前 8時 30分～翌日の午前 8時 30分 

平日：午後 5時～翌日の午前 8時 30分 

 イ 実施主体  

岡山県及び岡山市（委託先：地方独立行政法人 岡山県精神科医療センター） 

 ウ 運営体制 

   医師 1名（オンコール）・医療スタッフ 2名・事務職 1名  

 エ 相談者数 

   

年度 市内在住 市外在住（県内） 県外 不明 計

21 1,407 557 49 322 2,335

22 960 333 27 327 1,647

23 912 395 20 365 1,692
 

 

(2) 精神科病院群輪番体制事業 

 休日及び夜間に緊急な対応を要する精神障害者に対して、迅速かつ適切な医療を提供するため、 

精神科病院群の輪番体制により、休日及び夜間の診療体制を確保している。 

ア 運営時間 

   休日：午前 8時 30分～翌日の午前 8時 30分 

   平日：午後 6時～翌日の午前 8時 30分 

 

イ 当番病院 

県内を県南・県北の 2圏域に分け、各圏域に１か所ずつ精神科病院による当番病院を置き、岡

山県精神科医療センターが全体のバックアップを行う。 
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区分 当番病院 圏域構成市町村

県南圏域

河田病院、慈圭病院、
林病院、万成病院、
山陽病院、倉敷仁風ホスピタル、
ももの里病院（7病院）

岡山市、倉敷市、玉野市、瀬戸内市、備前市、赤磐市、
総社市、笠岡市、井原市、浅口市、吉備中央町、
和気町、早島町、里庄町、矢掛町（10市5町）

県北圏域
たいようの丘ホスピタル、
向陽台病院、積善病院、
希望ヶ丘ホスピタル（4病院）

津山市、高梁市、新見市、真庭市、美作市、新庄村、
鏡野町、勝央町、奈義町、西粟倉村、久米南町、美咲町
（5市5町2村）

 

ウ 当番病院において入院に至った相談者数（平成２３年度） 

   

区分 市内在住 市外在住 不明 計

県南圏域 33 38 11 82

県北圏域 1 21 10 32

計 34 59 21 114
 

    

２２２２    精神科病院精神科病院精神科病院精神科病院にににに対対対対するするするする実地指導及実地指導及実地指導及実地指導及びびびび実地審査実地審査実地審査実地審査    

   精神病床を有する病院を対象に、精神保健福祉法及び通知等が遵守され、入院患者の人権に配慮

した適正な精神医療が提供されるよう審査・調査し、指導を行っている。 

病院名 病床数（床） 病院名 病床数（床）

岡山県精神科医療センター 252 万成病院 560

岡山大学病院 50 ひだまりの里病院 180

慈圭病院 600 林精神科病院 290

河田病院 688 吉井川病院 120

山陽病院 254  

 

３３３３        岡山市障害者生活支援岡山市障害者生活支援岡山市障害者生活支援岡山市障害者生活支援センターセンターセンターセンター    ““““こらこらこらこらーーーーれれれれ””””                    （（（（平成平成平成平成２３２３２３２３年度分年度分年度分年度分））））    

    地域で生活する障害者の日常生活の相談支援、日中活動の場の提供、地域交流事業、普及啓発活動などを

行い、障害者の地域生活支援、社会参加を支援している。 

○ 施設利用状況  登録者数 23 人 （未登録者あり）   延利用者数 2,858 人 

○ 相談支援状況  延相談件数 2,147 件  

・面接 871 件 ・電話 815 件 ・訪問 329 件 ・時間外相談件数 132 件 ・サテライト相談 34 回 

○ 日中活動の場  ・ミニ作業・奉仕活動・趣味の会 ・食事づくりの日等 159 回 

○ ボランティア活動支援  17 回 

○ 組織育成・他団体との連携  

・家族会 11 回 ・当事者会 14回 ・作業所等 13回 ・個別支援会議・連携会議 80 回  

○ 普及啓発    ・機関紙発送 12 回 ・地域交流会 3回 

 

４４４４        岡山市認知症疾患医療岡山市認知症疾患医療岡山市認知症疾患医療岡山市認知症疾患医療センターセンターセンターセンター    

 地域における認知症疾患の保健医療水準の向上を図るため、平成２３年９月２６日付けで、岡山市認

知症疾患医療センターを指定した。 

（Ｈ23.9.30 現在） 
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指 定 先  総合病院岡山赤十字病院（岡山市北区青江二丁目１番１号） 

指定期間  平成２３年１０月１日から平成２７年３月３１日 

事業内容  鑑別診断や急性期対応など認知症専門医療の提供、認知症に関する医療相談など 

       平成２３年度実績（ただし平成２３年１０月１日～平成２４年３月３１日） 

○鑑別診断件数：１６０件 

○専門医療相談件数：電話相談６８件 面接相談２０件 

 



 

項   目 北区中央 北区北 中 区 東 区 南区西 南区南 岡山市計 

精神科又は心療内科を有する診療所 ３３ ４ ７ ２ ３ ２ ５１ 

精神科又は心療内科を有する病院 ６ ４ １ １ ０ ２ １４ 

精神病床を有する病院 

（病床数） 

３ 

（９９０） 

１ 

（５６０） 

２ 

（４９４） 

１ 

（１２０） 

０ 

 

２ 

（７８０） 

９ 

（２，９４４） 

医
療
機
関 

精神科デイケア等施設 ４ １ ３ ０ １ １ １０ 

計画相談支援 ２ ２ ２ ２ ２ ２ １２ 

地域移行支援 ４ １ ２ ２ １ ２ １２ 

地域定着支援 ４ １ ２ ２ １ ２ １２ 

地域活動支援センターⅠ型 ２ １ ２ １ １ １ ８ 

地域活動支援センターⅡ型 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

地域活動支援センターⅢ型・作業所他 ７ １ １ １ ０ １ １１ 

共同生活援助・共同生活介護 １ １ ２ １ ０ １ ６ 

生活訓練施設・福祉ホーム・救護施設 ０ １ ０ ０ １ ２ ４ 

就労移行支援・就労継続支援等 ５ ０ ３ ４ ０ ２ １４ 

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等 

 

障
害
者
自
立
支
援
法

・ 

職親 ７ ２ ０ ５ ２ ４ ２０ 

家族会 ４ １ ３ １ ３ ２ １４ 

当事者会 ２ １ ２ １ １ ２ ９ 

グ
ル
ー
プ 

自 

助 

断酒会・AA（例会数） ８ ０ ５ ２ ０ ２ １７ 

自立支援医療（精神通院） 

 支給認定者数（ H24.3.31） 
４，０１１ １，２０２ １，００１ １，１０４ ８１６ １，３４４ 

９，４７８ 
＊特例施設入所者 

を除く 

精神保健福祉手帳所持者数（H24.3.31） １，０５２ ４６１ ６６９ ３６９ ２２７ ６００ ３，３７８ 

障害福祉サービス利用者数（H24.3.31） ２８５ １０６ １９３ ９４ ５４ １５５ ８８７ 

地域生活支援事業利用者数（H24.3.31） １２９ ６２ ７７ ４９ ２３ ６６ ４０６ 

○ 岡山市精神保健医療福祉の主な社会資源 

H24.4.1 
現在 

H24.4.1 
現在 

H24.4.1 
現在 



 

 

  

 

 

６ｔ５ｙ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入入入入    院院院院    医医医医    療療療療    
 

○精神科入院患者の状況 
  平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 

入院患者数（人） 市 － 2,528 2,498 

市 241.9 240.9 242.6 

県 257.3 252.1 252.1 
平均在院 
日数（日） 

国 312.9 307.4 301.0 

 

○人口 10 万対一日平均在院患者数 （平成 22 年） 

    市 353.2  県 249.1  国 243.1   出典：厚生労働省患者調査 

  

○医療保護入院・措置入院の状況 （23 年度）            
保護者の同意による 

入院届出件数 
区分 

法 33 条 
第 1 項 

法 33 条 
第 2 項 

退院届出 

件数 

件数 1,769 519 1,897 

 

区分 
23 年度新規措

置患者数 
23 年度措置
解除患者数 

23 年度末 
措置患者数 

人数 15 15 7 

 

通通通通    院院院院    医医医医    療療療療    
○自立支援医療（精神）        （人） 

 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 

支給認
定者数 6,445 7,706 7,965 8,786 9,478 

出典：岡山市保健衛生年報 

 

 

 

地地地地                    域域域域    
○障害福祉サービス利用者数（23 年度） 

介護給付 訓練等給付 
 

新規 更新 新規  更新 

申請数 190 316 267 426 

  計 506 693 

 

○居住支援      ○精神障害者保健福祉手帳所持者数 

 21 年度末 22 年度末 23 年度末 

実人数 2,707 3,034 3,378 

 

○家庭訪問件数［保健センター実施分］ 

 21 年度 22 年度 23 年度 

実件数 482 579 576 

 

○こころの健康相談［保健センター実施分］ 

 21 年度 22 年度 23 年度 

延件数 149 116 120 

出典：岡山市保健衛生年報 

支援支援支援支援ネットワークネットワークネットワークネットワーク    
                            

・ 地域精神保健福祉連絡会 
・ 精神保健医療緊急対応連絡会 
・ 障害者自立支援協議会 
・ 精神障害者連絡会 
・ ケース検討会議 

岡山市における精神障害者の保健医療福祉サービス利用状況                              

自立支援医療（精神通院）の支給認定者数

3,290

2744

1,166

537

2,855

1717

1066

1005

116

805

326

296

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000 10,000

H23

H19

統合失調症

心理的発達の障害

神経症性障害等

気分障害

器質性精神障害

その他

 

       

 
23 年

度末 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 
利用者数 

60 

ケアホーム 
利用者数 

25 

 

コメントコメントコメントコメント [岡山市役所岡山市役所岡山市役所岡山市役所1]:  

入院患者数は、630調査「個票１

２ 在院期間･年齢別の在院患者

数」から 
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第１
だい１

 第３期
だ い ３ き

岡山市
おかやまし

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

の策定
さくてい

の趣旨
しゅし

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

は 、 障害者
しょうがいしゃ

自立
じり つ

支援法
しえんほう

（ 平成
へいせい

１７年
１ ７ ね ん

法律
ほうりつ

第１２３号
だ い １ ２ ３ ご う

）に基づき
も と づ き

、平成
へいせい

１８年度
１ ８ ね ん ど

から３
３

年
ねん

ごとに策定
さくてい

されて  

います。このたび、平成
へいせい

２３年度
２ ３ ね ん ど

までで期間
きかん

が終 了
しゅうりょう

する第２期
だ い ２ き

岡
おか

山市
やまし

障害
しょうがい

福祉
ふく し

計画
けいかく

に続き
つづき

、平成
へいせい

２４年度
２ ４ ね ん ど

から平成
へいせい

２６年度
２ ６ ね ん ど

まで

を期間
きかん

とする第３期
だ い ３ き

岡山市
おかやまし

障害
しょうがい

福祉
ふく し

計画
けいかく

を定める
さ だ め る

ものです。 

計画
けいかく

の策定
さくてい

に当たり
あ た り

、我が国
わ が く に

の障害者
しょうがいしゃ

制度
せいど

をめぐる動向
どうこう

を

見ます
み ま す

と、昨年
さくねん

６月
６がつ

には、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

や社会
しゃかい

参加
さん か

にとって

障害者
しょうがいしゃ

に対する
た い す る

虐待
ぎゃくたい

を防止
ぼうし

することが極めて
き わ め て

重要
じゅうよう

であること

などに鑑み
かんがみ

、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

、障害者
しょうがいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対する
た い す る

支援
しえ ん

等
とう

に関する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

２３年
２ ３ ね ん

法律
ほうりつ

第７９号
だい７ ９ ご う

。以下
い か

「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

」といいます。）が成立
せいりつ

し、続く
つづく

７月
７がつ

には、すべての国民
こくみん

は、

障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、等しく
ひ と し く

基本的
きほんてき

人権
じんけん

を 享有
きょうゆう

する   

かけがえのない個人
こじん

として尊重
そんちょう

されるものであるとの理念
りねん

に

則り
のっとり

、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

（昭和
しょうわ

４５年
４ ５ ね ん

法律
ほうりつ

第８４号
だい８ ４ ご う

）が改正
かいせい

され   

ました。そして、今年
ことし

は、障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス
さ ー び す

に係る
かかる

給付
きゅうふ

などの支援
しえん

を定める
さ だ め る

障害者
しょうがいしゃ

自立
じり つ

支援法
しえんほう

の改
かい

正
せい

に向けて
む け て

、国会
こっかい

へ法律
ほうりつ

案
あん

が

提出
ていしゅつ

されています。

本市
ほんし

におきましては、このような国
くに

における障害者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改革
かいかく

を
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踏まえる
ふ ま え る

とともに、現
げん

に制度
せいど

運用
うんよう

を行って
おこなって

いる基礎
き そ

自治体
じ ち た い

として、 

市民
しみん

生活
せいかつ

に直結
ちょっけつ

した現場
げんば

の声
こえ

を活かし
い か し

、岡山市
おかやまし

都市
と し

ビジョン
び じ ょ ん

に

掲げる
か か げ る

都市づくり
と し づ く り

の基本
きほん

方向
ほうこう

である「安心
あんしん

していきいきと

暮らせる
く ら せ る

岡山型
おかやまがた

福祉
ふく し

を組み立てる
く み た て る

」ことを使命
しめい

とし、第３期
だ い ３ き

岡山市
おかやまし

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

を策定
さくてい

します。
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第２
だい２

 第３期
だ い ３ き

岡山市
おかやまし

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

の基本的
きほんてき

理念
りねん

等
とう

１ 法令
ほうれい

の根拠
こんきょ

等
とう

第３期
だ い ３ き

岡山市
おかやまし

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

は、障害者
しょうがいしゃ

自立
じり つ

支援法
しえんほう

第８８条
だい８８じょう

第１項
だい１こう

に基づく
も と づ く

ものであり、その内容
ないよう

は、同条
どうじょう

第２項
だい２こう

に掲げる
か か げ る

事項
じこ う

とします。

○ 障害者
しょうがいしゃ

自立
じり つ

支援法
しえんほう

第８８条
だい８８じょう

 市町村
しちょうそん

は、基本
きほん

指針
ししん

に即して
そ く し て

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

、相談
そうだん

支援
しえ ん

及び
および

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
かくほ

に関する
か ん す る

計画
けいかく

（以下
い か

「市町村
しちょうそん

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」という。）を定める
さ だ め る

ものとする。 

２ 市町村
しちょうそん

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

においては、次
つぎ

に掲げる
か か げ る

事項
じ こ う

を定める
さ だ め る

ものとする。 

① 各年度
か く ね ん ど

における指定
し て い

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

、指定
し て い

地域
ち い き

相談
そうだん

支援
し え ん

又
また

は指定
し て い

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

の種類
しゅるい

ごとの必要
ひつよう

な量
りょう

の見込み
み こ み

② 前号
ぜんごう

の指定
し て い

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

、指定
し て い

地域
ち い き

相談
そうだん

支援
し え ん

又
また

は指定
し て い

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

の種類
しゅるい

ごとの必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

の確保
か く ほ

のための方策
ほうさく

③ 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

の種類
しゅるい

ごとの実施
じ っ し

に関する
か ん す る

事項
じ こ う

④ その他
そ の た

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

、相談
そうだん

支援
し え ん

及び
お よ び

市町村
しちょうそん

の地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

に関し
か ん し

必要
ひつよう

な事項
じ こ う
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２ 基本的
きほんてき

理念
りねん

第３期
だ い ３ き

計画
けいかく

は、すべての国民
こくみん

が、障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、

等しく
ひ と し く

基本的
きほんてき

人権
じんけん

を享有
きょうゆう

するかけがえのない個人
こじん

として尊重
そんちょう

されるよう、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さん か

を基本
きほん

とする障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の理念
りねん

を踏まえる
ふ ま え る

ものです。

そして、岡山市
おかやまし

都市
と し

ビジョン
び じ ょ ん

が掲げる
か か げ る

都市づくり
と し づ く り

の基本
きほん

方向
ほうこう

で

あり、岡山市
おかやまし

障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

（平成
へいせい

２０年度
２ ０ ね ん ど

～平成
へいせい

２４年度
２ ４ ね ん ど

）の

基本
きほん

目標
もくひょう

である「安心
あんしん

していきいきと暮らせる
く ら せ る

岡山型
おかやまがた

福祉
ふく し

」を

組み立てる
く み た て る

ことを使命
しめい

とし、障害者
しょうがいしゃ

一人
ひと り

ひとりの「生きる
い き る

力
ちから

」

を支援
しえん

するとともに、共
とも

に支え合う
さ さ え あ う

「共生
きょうせい

社会
しゃかい

」の実現
じつげん

を目指す
め ざ す

ことを基本的
きほんてき

理念
りね ん

とします。

３ 基本的
きほんてき

方向
ほうこう

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

、第１期
だ い １ き

計画
けいかく

と第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

の実績
じっせき

、第３期
だ い ３ き

計画
けいかく

策定時
さくていじ

のアンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

などを踏まえ
ふ ま え

、これまでの障害
しょうがい

福祉
ふく し

計画
けいかく

の基本的
きほんてき

方向
ほうこう

を踏襲
とうしゅう

するとともに、新た
あらた

に「相談
そうだん

支援
しえ ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

」

に向けて
む け て

取り組みます
と り く み ま す

。

（１） 訪問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

の保障
ほしょう

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を推進
すいしん

し、また、重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

の

地域
ちいき

での生活
せいかつ

を支援
しえん

するため、居宅
きょたく

介護
かい ご

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かい ご

など
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の訪問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

を保障
ほしょう

します。

（２） 日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス
さ ー び す

の保障
ほしょう

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を推進
すいしん

し、また、障害者
しょうがいしゃ

の

就労
しゅうろう

を支援
しえん

するため、生活
せいかつ

介護
かい ご

、就労
しゅうろう

移行
いこ う

支援
しえん

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

などの日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス
さ ー び す

を保障
ほしょう

します。

（３） 地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

の推進
すいしん

共同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
かい ご

や共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

の拡充
かくじゅう

を図り
はかり

、施設
しせつ

入所
にゅうしょ

から地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を推進します。

（４） 一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

の促進
そくしん

就労
しゅうろう

移行
いこ う

支援
しえん

や 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

を推進
すいしん

するとともに、

障害者
しょうがいしゃ

に対する
た い す る

就労
しゅうろう

支援
しえん

を強化
きょうか

し、福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

を促進
そくしん

します。 

（５） 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の強化
きょうか

障害者
しょうがいしゃ

に対して
た い し て

きめ細かい
き め こ ま か い

サービス
さ ー び す

を提供
ていきょう

するため、

地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえ ん

を創設
そうせつ

するとともに、計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえ ん

を拡充
かくじゅう

し、

相談
そうだん

支援
しえ ん

体制
たいせい

を強化
きょうか

します。

また、障害者
しょうがいしゃ

が相談
そうだん

しやすいように、情報
じょうほう

提供
ていきょう

や広報
こうほう

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

に努め
つとめ

、相談
そうだん

窓口
まどぐち

を分かりやすく
わ か り や す く

します。
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４ 第３期
だ い ３ き

岡山市
おかやまし

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

の期間
きかん

と見直し
み な お し

の時期
じ き

第３期
だ い ３ き

計画
けいかく

の期間
きかん

は、国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

に基づき
も と づ き

、平成
へいせい

２４年度
２ ４ ね ん ど

から平成
へいせい

２６年度
２ ６ ね ん ど

までの３年間
３ねんかん

とします。

なお、計
けい

画期
かくき

間中
かんちゅう

であっても、我が国
わ が く に

の社会
しゃかい

情勢
じょうせい

の変化
へんか

や 

障
しょう

害者
がいしゃ

制度
せいど

改革
かいかく

の状 況
じょうきょう

などを踏まえ
ふ ま え

、見直し
み な お し

を行います
おこな い ま す

。

５ 第３期
だ い ３ き

岡山市
おかやまし

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

の点検
てんけん

・評価
ひょうか

第３期
だ い ３ き

計画
けいかく

は、各年度
かくねんど

において、サービス
さ ー び す

の見込量
みこみりょう

のほか、地域
ちいき

生活
せいかつ

や一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

など、達成
たっせい

状 況
じょうきょう

の点検
てんけん

・評価
ひょうか

を行い
おこない

、

その結果
けっか

に基づいて
も と づ い て

必要
ひつよう

な対策
たいさく

を実施
じっし

します。
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第３
だい３

 平成
へいせい

２６年度
２ ６ ね ん ど

の数値
すうち

目標
もくひょう

の設定
せってい

第２の
だ い ２ の

３で示した
し め し た

基本的
きほんてき

方向
ほうこう

に向けて
む け て

の取組み
と り く み

を推進
すいしん

するため、

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

を踏まえた
ふ ま え た

うえで、第１期
だ い １ き

計画
けいかく

と第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

の実績
じっせき

、

第３期計
だい３ き け い

画策
かくさく

定時
ていじ

のアンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

、本市
ほんし

の実情
じつじょう

などを勘案
かんあん

し、

次
つぎ

のとおり、平成
へいせい

２６年度
２ ６ ね ん ど

における数値
すうち

目標
もくひょう

を設定
せってい

します。

１ 福祉
ふくし

施設
しせつ

の入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

（１） 第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

の実績
じっせき

ア
あ

 地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

する者
もの

の数
かず

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、平成
へいせい

２３年度
２ ３ ね ん ど

末
まつ

における地域
ちいき

生活
せいかつ

移行者数
いこうしゃすう

を第１期
だ い １ き

計画
けいかく

時点
じて ん

の施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

の１割
１わり

以上
いじょう

と 

することを基本
きほん

としています。

 【平成
へいせい

１７年
１ ７ ね ん

１０月
１ ０ が つ

１日
１に ち

施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

】６８８人
６ ８ ８ に ん

 【第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

目標値
もくひょうち

】１割
１わり

（７０人
７ ０ に ん

）

 【平成
へいせい

２３年
２ ３ ね ん

１０月
１ ０ が つ

１日
１に ち

実績
じっせき

】２割
２わり

（１４５人
１ ４ ５ に ん

）

イ
い

 施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、平成
へいせい

２３年度
２ ３ ね ん ど

末
まつ

の施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

を

第
だい

１期
１ き

計画
けいかく

時点
じて ん

の施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

から７パーセント
ぱ ー せ ん と

以上
いじょう

減少
げんしょう

することを基本
きほん

としています。
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 【平成
へいせい

１７年
１ ７ ね ん

１０月
１ ０ が つ

１日
１に ち

施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

】６８８人
６ ８ ８ に ん

【第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

目標値
もくひょうち

】７パーセント
ぱ ー せ ん と

（４８人
４ ８ に ん

）

【平成
へいせい

２３年
２ ３ ね ん

１０月
１ ０ が つ

１日
１に ち

実績
じっせき

】９．７パーセント
ぱ ー せ ん と

（６７人
６ ７ に ん

）

（２） アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

の結果
けっか

項
こう

 目
もく

① ② ③ ④ 

サービス
さ ー び す

の利用
りよう

状 況
じょうきょう

と利用
りよう

意向
いこう

移動
いどう

支援
しえん

行動
こうどう

援護
えん ご

同行
どうこう

援護
えん ご

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

就労
しゅうろう

移行
いこ う

支援
しえん

共同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
かい ご

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せい ど

など 

地域
ちいき

で生活
せいかつ

する

ために必要
ひつよう

な 

こと 

十分
じゅうぶん

な

収 入
しゅうにゅう

居宅
きょたく

介護
かいご

などの

充実
じゅうじつ

医療
いりょう

機関
きか ん

の充実
じゅうじつ

障害
しょうがい

に

対する
た い す る

理解
りか い

が

進む
すすむ

こと 

現在
げんざい

の生活
せいかつ

で

困って
こ ま っ て

いること 

将来
しょうらい

の

生活
せいかつ

のこと
障害
しょうがい

・健康
けんこう 経済的

けいざいてき

な 

こと 
住まい
す ま い

（３） 第３期
だ い ３ き

計画
けいかく

の数値
すうち

目標
もくひょう

ア
あ

 地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

する者
もの

の数
かず

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、平成
へいせい

２６年度
２ ６ ね ん ど

末
まつ

における地域
ちいき

生活
せいかつ

移行者数
いこうしゃすう

を平成
へいせい

１７年
１ ７ ね ん

１０月
１ ０ が つ

１日
１に ち

時点
じてん

の施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

の

３割
３わり

以上
いじょう

とすることを基本
きほん

としています。
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【第３期
だい３き

計画
けいかく

目標値
もくひょうち

】 

平成
へいせい

２６年度
２ ６ ね ん ど

末
まつ

における地域
ちいき

生活
せいかつ

移行者数
いこうしゃすう

について、平成
へいせい

１７年
１ ７ ね ん

１０月
１ ０ が つ

１日
１に ち

時点
じてん

の施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

数６８８人
す う ６ ８ ８ に ん

の ３割
３わり

（２０７人
２ ０ ７ に ん

）を目指します
め ざ し ま す

。 

イ
い

 施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、平成
へいせい

２６年度
２ ６ ね ん ど

末
まつ

の施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

を平成
へいせい

１７年
１ ７ ね ん

１０月
１ ０ が つ

１日
１に ち

時点
じてん

の施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

から１割
１わり

以上
いじょう

減少
げんしょう

することを基本
きほん

としています。

【第３期
だい３き

計画
けいかく

目標値
もくひょうち

】 

 平成
へいせい

２６年度
２ ６ ね ん ど

末
まつ

の施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

について、平成
へいせい

１７年
１ ７ ね ん

１０月
１ ０ が つ

１日
１にち

時点
じてん

の施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

数６８８人
す う ６ ８ ８ に ん

か ら１．１割
１ ． １ わ り

（７８人
７ ８ に ん

）減少
げんしょう

することを目指します
め ざ し ま す

。 

（４） 施策
せさく

の方向性
ほうこうせい

ア
あ

 障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を支援
しえん

するため、平成
へいせい

２３年
２ ３ ね ん

１０月
１ ０ が つ

１日
１に ち

、共同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
かい ご

や共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

の利用者
りようしゃ

への

家賃
やちん

補助
ほじょ

を創設
そうせつ

しました。障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

の

ニーズ
に ー ず

が拡大
かくだい

していることから、引き続き
ひ き つ づ き

、共同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
かい ご

や

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

の整備
せいび

を推進
すいしん

します。
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イ
い

 障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

における日々
ひ び

の生活
せいかつ

を支える
さ さ え る

ため、居宅
きょたく

介護
かい ご

、

生活
せいかつ

介護
かい ご

などの一層
いっそう

の拡充
かくじゅう

を図ります
は か り ま す

。

ウ
う

 重度
じゅうど

の視覚
しかく

障害者
しょうがいしゃ

の外出
がいしゅつ

時
じ

における移動
いどう

を支援
しえん

するため、

平成
へいせい

２３年
２ ３ ね ん

１０月
１ ０ が つ

１日
１に ち

、同行
どうこう

援護
えんご

を創設
そうせつ

しました。障害者
しょうがいしゃ

の

外出
がいしゅつ

しやすい環境
かんきょう

づくりを図る
はかる

ため、引き続き
ひ き つ づ き

、移動
いどう

支援
しえん

事業
じぎょう

、行動
こうどう

援護
えん ご

などの拡充
かくじゅう

を図ります
は か り ま す

。

エ
え

 岡山県
おかやまけん

と連携
れんけい

を密
みつ

にし、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

などのための駐 車 場
ちゅうしゃじょう

を利用
りよう

できる者
もの

を明確
めいかく

にすることにより、その適正
てきせい

利用
りよ う

を

図る
はかる

「ほっとパーキング
ぱ ー き ん ぐ

おかやま」駐 車 場
ちゅうしゃじょう

利用証
りようしょう

制度
せいど

を推進
すいしん

します。

オ
お

 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せい ど

の拡大
かくだい

、虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

など障害者
しょうがいしゃ

に対する
た い す る

権利
けんり

を擁護
ようご

するとともに、障害
しょうがい

に対する
た い す る

理解
りか い

を深める
ふ か め る

取組み
と り く み

を行います。

カ
か

 障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を円滑
えんかつ

かつ着実
ちゃくじつ

に推進
すいしん

する

ため、平成
へいせい

２４年
２ ４ ね ん

４月
４が つ

１日
１にち

から新た
あらた

に地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえ ん

（地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

・地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえ ん

）を実施
じっし

します。



- 11 - 

２ 入 院 中
にゅういんちゅう

の精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

（１） 第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

の実績
じっせき

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、平成
へいせい

２３年度
２ ３ ね ん ど

末
まつ

までの退院
たいいん

可能
かの う

精神
せいしん

障害者数
しょうがいしゃすう

の減少
げんしょう

目標値
もくひょうち

（平成
へいせい

１４年度
１ ４ ね ん ど

における退院
たいいん

可能
かの う

精神
せいしん

障害者数
しょうがいしゃすう

に基づき
も と づ き

市町村
しちょうそん

と都道府県
とどう ふ け ん

が定める
さ だ め る

数
かず

）を設定
せってい

することとしています。

【平成
へいせい

１４年度
１ ４ ね ん ど

退院
たいいん

可能
かの う

精神
せいしん

障害者数
しょうがいしゃすう

】４６４人
４ ６ ４ に ん

（岡山県
おかやまけん

指示
し じ

数値
すうち

）

【第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

目標値
もくひょうち

】退院者数
たいいんしゃすう

 ３８８人
３ ８ ８ に ん

【第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

実績
じっせき

】本市
ほんし

目標値
もくひょうち

は、岡山県
おかやまけん

が国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

に  

より平成
へいせい

１４年度
１ ４ ね ん ど

の患者
かんじゃ

調査
ちょうさ

の数値
すうち

を用いて
も ち い て

設定
せってい

した岡山県
おかやまけん

目標値
もくひょうち

を基
もと

にしており、各病院
かくびょういん

において患者
かんじゃ

個人
こじ ん

を特定
とくてい

した

調査
ちょうさ

の数値
すうち

ではなかったため、その後
そ の ご

の確認
かくにん

を行う
おこなう

ことが 

できず、計画
けいかく

達成
たっせい

状 況
じょうきょう

の検証
けんしょう

が困難
こんなん

となりました。

（２） 第３期
だ い ３ き

計画
けいかく

の数値
すうち

目標
もくひょう

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

により、第３期
だ い ３ き

計画
けいかく

の策定
さくてい

では、第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

と

異なり
こ と な り

、目標値
もくひょうち

設定
せってい

は都道府県
とどう ふ け ん

のみとされていることもあり、

本市
ほんし

目標値
もくひょうち

の設定
せってい

は行いません
お こ な い ま せ ん

。

ア
あ

 １年
１ねん

未満
みまん

入院者
にゅういんしゃ

の平均
へいきん

退院率
たいいんりつ
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国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、平成
へいせい

２６年度
ねんど

における１年
１ねん

未満
みまん

入院
にゅういん

者
しゃ

の 平均
へいきん

退院率
たいいんりつ

を 平成
へいせい

２０年
２ ０ ね ん

６月
６が つ

３０日
３ ０ に ち

の調査
ちょうさ

時点
じて ん

か ら

７パーセント
ぱ ー せ ん と

相当分
そうとうぶん

増加
ぞう か

させることを指標
しひょう

としています。

【第３期
だ い ３ き

岡山県
おかやまけん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

目標値
もくひょうち

】

平成
へいせい

２６年度
ねんど

における１年
１ねん

未満
みまん

入院者
にゅういんしゃ

の平均
へいきん

退院率
たいいんりつ

を

平成
へいせい

２０年
２ ０ ね ん

調査
ちょうさ

時
じ

の７３．９パーセント
ぱ ー せ ん と

から７７．０

パーセント
ぱ ー せ ん と

へ引き上げる
ひ き あ げ る

ことを目指します
め ざ し ま す

。（増加率
ぞうかりつ

４．２

パーセント
ぱ ー せ ん と

）

イ
い

 高齢
こうれい

長期
ちょうき

退院者数
たいいんしゃすう

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、平成
へいせい

２６年度
２ ６ ね ん ど

における高齢
こうれい

長期
ちょうき

退院者数
たいいんしゃすう

（退院者
たいいんしゃ

のうち６５歳
６ ５ さ い

以上
いじょう

であって５年
５ねん

以上
いじょう

入院
にゅういん

していた者
もの

の数
かず

）を直
ちょっ

近
きん

の数
かず

から２割
２わり

増加
ぞうか

させることを指標
しひょう

としています。

【第３期
だ い ３ き

岡山県
おかやまけん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

目標値
もくひょうち

】

平成
へいせい

２６年度
２ ６ ね ん ど

における高齢
こうれい

長期
ちょうき

退院者数
たいいんしゃすう

を平成
へいせい

２３年
２ ３ ね ん

調査
ちょうさ

時
じ

の １３２人
１ ３ ２ に ん

か ら １５８人
１ ５ ８ に ん

へ 引き上げる
ひ き あ げ る

こ と を

目指します
め ざ し ま す

。（増加率
ぞうかりつ

１９．７パーセント
ぱ ー せ ん と

）

（３） 施策
せさく

の方向性
ほうこうせい

ア
あ

 障害者
しょうがいしゃ

の意向
いこう

を尊重
そんちょう

した支援
しえん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

が提供
ていきょう

できる
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よう居宅
きょたく

介護
かい ご

、生活
せいかつ

介護
かい ご

、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

などの充実
じゅうじつ

を

図ります
は か り ま す

。

イ
い

 障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

での居住
きょじゅう

の場
ば

を確保
かくほ

するため、共同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
かいご

、共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

などの整備
せいび

並び
ならび

に民間
みんかん

の家賃
やちん

保証
ほしょう

制度
せいど

の

活用
かつよう

や家賃
やちん

保証料
ほしょうりょう

の助成
じょせい

事業
じぎょう

の利用
りよう

促進
そくしん

を図ります
は か り ま す

。

ウ
う

 障害者
しょうがいしゃ

が入退院
にゅうたいいん

を繰り返す
く り か え す

状 況
じょうきょう

を解消
かいしょう

するため、保健
ほけん

医療
いりょう

スタッフ
す た っ ふ

、福祉
ふくし

スタッフ
す た っ ふ

などの関係者
かんけいしゃ

とのネット
ね っ と

ワーク
わ ー く

を充実
じゅうじつ

させ、包括的
ほうかつてき

な支援
しえん

を行います
おこな い ま す

。

エ
え

 障害者
しょうがいしゃ

の退院前後
たいいんぜんご

の不安
ふあん

を軽減
けいげん

するため、ピア
ぴ あ

サポーター
さ ぽ ー た ー

との交流
こうりゅう

を行い
おこない

、支えあう
さ さ え あ う

場
ば

を持ちます
も ち ま す

。

オ
お

 障害者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮らして
く ら し て

いけるよう、２４時間
２ ４ じ か ん

体制
たいせい

で対応
たいおう

する電話
でんわ

相談
そうだん

や短期間
たんきかん

宿泊
しゅくはく

できるホステル
ほ す て る

事業
じぎょう

を実施
じっし

します。

カ
か

 障害者
しょうがいしゃ

が生活
せいかつ

しやすい地域づくり
ち い き づ く り

を進める
す す め る

ため、地域
ちいき

や

学校
がっこう

における啓発
けいはつ

活動
かつどう

を推進
すいしん

し、疾患
しっかん

や障害
しょうがい

の正しい
た だ し い

理解
りか い

の

促進
そくしん

並び
なら び

に社会的
しゃかいてき

偏見
へんけん

をなくする取組み
と り く み

を充実
じゅうじつ

します。
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３ 福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

等
とう

（１） 第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

の実績
じっせき

ア
あ

 一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に移行
いこう

する者
もの

の数
かず

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、平成
へいせい

２３年度中
２３ねんどちゅう

に一般
いっぱん

就労
しゅうろう

移行者数
いこうしゃすう

を

第１期
だ い １ き

計画
けいかく

時点
じて ん

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

実績
じっせき

の４倍
４ばい

以上
いじょう

とする

ことが望ましい
の ぞ ま し い

とされています。

【平成
へいせい

１７年度中
１７ねんどちゅう

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

移行者数
いこうしゃすう

】４０人
４ ０ に ん

【第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

目標値
もくひょうち

】４倍
４ばい

（１６０人
１ ６ ０ に ん

）

【平成
へいせい

２２年度
２ ２ ね ん ど

実績
じっせき

】０．６倍
０ ． ６ ば い

（２５人
２ ５ に ん

）

イ
い

 就労
しゅうろう

移行
いこ う

支援
しえん

の利用
りよう

割合
わりあい

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、平成
へいせい

２３年度
２ ３ ね ん ど

までに第１期
だ い １ き

計画
けいかく

時点
じて ん

の

福祉
ふくし

施設
しせつ

の利用者
りようしゃ

のうち２割
２わり

以上
いじょう

の者
もの

が就労
しゅうろう

移行
いこ う

支援
しえん

を

利用
りよう

することを目指す
め ざ す

とされています。

【平成
へいせい

２３年
２ ３ ね ん

９月
９が つ

実績
じっせき

】０．７割
０ ． ７ わ り

（１５０人
１ ５ ０ に ん

）

ウ
う

 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

（Ａ型
えいがた

）の利用
りよう

割合
わりあい

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、平成
へいせい

２３年度
２ ３ ね ん ど

末
まつ

において、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

の利用者
りようしゃ

のうち３割
３わり

は就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

（Ａ型
えいがた

）を利用
りよう

する

ことを目指す
め ざ す

とされています。

【平成
へいせい

２３年
２ ３ ね ん

９月
９が つ

実績
じっせき

】４割
４わり

（４５７人
４ ５ ７ に ん

）
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（２） アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

の結果
けっか

ア
あ

 サービス
さ ー び す

の利用
りよう

状 況
じょうきょう

と利用
りよう

意向
いこう

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

と就労
しゅうろう

移行
いこ う

支援
しえん

が二番目
に ば ん め

に大きな
お お き な

割合
わりあい

を

占めて
し め て

います。 

イ
い

 就 業
しゅうぎょう

の有無
う む

就 業
しゅうぎょう

している者
もの

の割合
わりあい

は、前回
ぜんかい

平成
へいせい

２０年度
２ ０ ね ん ど

調査
ちょうさ

と

同じく
お な じ く

、４０パーセント
ぱ ー せ ん と

弱
じゃく

です。 

ウ
う

 平均
へいきん

月収
げっしゅう

区
く

 分
ぶん

 対
たい

平成
へいせい

２０年度
２ ０ ね ん ど

調査比
ちょうさひ

５万円
５まんえん

以上
いじょう

 ８．３ポイント
ぽ い ん と

増加
ぞう か

３万円
３まんえん

以上
いじょう

 ５万円
５まんえん

未満
みまん

６．６ポイント
ぽ い ん と

増加
ぞう か

１万円
１まんえん

以上
いじょう

 ３万円
３まんえん

未満
みまん

２．８ポイント
ぽ い ん と

減少
げんしょう

５千円
５せんえん

以上
いじょう

 １万円
１まんえん

未満
みまん

１０．８ポイント
ぽ い ん と

減少
げんしょう

５千円
５せんえん

未満
みま ん

 ２．４ポイント
ぽ い ん と

減少
げんしょう

エ
え

 働く
はたらく

ために必要
ひつよう

な条件
じょうけん

① 障害
しょうがい

にあった仕事
しごと

であること 

② 障害
しょうがい

に対する
た い す る

理解
りか い

が深まる
ふ か ま る

こと 

③ 通勤
つうきん

手段
しゅだん

が確保
かくほ

されていること 

④ 障害
しょうがい

に配慮
はいりょ

した勤務
きんむ

時間
じかん

や日数
にっすう

であること 
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（３） 第３期
だ い ３ き

計画
けいかく

の数値
すうち

目標
もくひょう

ア
あ

 一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に移行
いこう

する者
もの

の数
かず

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、平成
へいせい

２６年度中
２６ねんどちゅう

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

移行者数
いこうしゃすう

を

平成
へいせい

１７年度
１ ７ ね ん ど

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

実績
じっせき

の４倍
４ばい

以上
いじょう

とする

ことが望ましい
の ぞ ま し い

とされています。

【第３期
だい３き

計画
けいかく

目標値
もくひょうち

】 

平成
へいせい

２６年度中
２６ねんどちゅう

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

移行者数
いこうしゃすう

を平成
へいせい

１７年度
１ ７ ね ん ど

の

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

実績
じっせき

（４０人
４ ０ に ん

）の１．９３倍
１ ． ９ ３ ば い

（７７人
７ ７ に ん

）

を目指します
め ざ し ま す

。 

※ 本市
ほんし

においては、平成
へいせい

１７年度
１ ７ ね ん ど

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

移行者数
いこうしゃすう

は、

他
た

の年度
ねんど

に比べて
く ら べ て

著しく
いちじるしく

高い
たか い

数字
すうじ

となっているため、平成
へいせい

２０年度
２ ０ ね ん ど

から平成
へいせい

２２年度
２ ２ ね ん ど

までを平均
へいきん

した実績
じっせき

１９．４人
１ ９ ． ４ に ん

の４倍
４ばい

を目標値
もくひょうち

とします。

イ
い

 就労
しゅうろう

移行
いこ う

支援
しえん

の利用
りよう

割合
わりあい

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、平成
へいせい

２６年度
２ ６ ね ん ど

末
まつ

における福祉
ふくし

施設
しせつ

の

利用者
りようしゃ

のうち２割
２わり

以上
いじょう

の者
もの

が就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

を利用
りよう

すること

を目指す
め ざ す

とされています。



- 17 - 

【第３期
だい３き

計画
けいかく

目標値
もくひょうち

】 

 平成
へいせい

２６年度
２ ６ ね ん ど

末
まつ

における福祉
ふくし

施設
しせつ

の利用者
りようしゃ

のうち７．１

パーセント
ぱ ー せ ん と

（１９０人
１ ９ ０ に ん

）の者
もの

が就労
しゅうろう

移行
いこ う

支援
しえん

を利用
りよう

する

ことを目指します
め ざ し ま す

。 

※ 第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

では、就労
しゅうろう

移行
いこ う

支援
しえん

の利用者数
りようしゃすう

が横ばい
よ こ ば い

傾向
けいこう

にあることや平成
へいせい

２３年
２ ３ ね ん

９月
９が つ

実績
じっせき

が６．９パーセント
ぱ ー せ ん と

であることを勘案
かんあん

し、本市
ほんし

の 実情
じつじょう

に合った
あ っ た

目標値
もくひょうち

と  

します。

ウ
う

 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

（Ａ型
えいがた

）の利用
りよう

割合
わりあい

国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、平成
へいせい

２６年度
２ ６ ね ん ど

末
まつ

における就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

の利用者
りようしゃ

のうち３割
３わり

以上
いじょう

の者
もの

が就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

（Ａ型
えいがた

）を利用
りよう

することを目指す
め ざ す

とされています。

【第３期
だい３き

計画
けいかく

目標値
もくひょうち

】 

平成
へいせい

２６年度
２ ６ ね ん ど

末
まつ

における就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

の利用者
りようしゃ

のうち

４．２割
４ ． ２ わ り

（６００人
６ ０ ０ に ん

）の者
もの

が就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

（Ａ型
えいがた

）を利用
りよう

することを目指します
め ざ し ま す

。 

（４） 施策
せさく

の方向性
ほうこうせい

ア
あ

 福祉
ふくし

施設
しせつ

における就労
しゅうろう

支援
しえん

を強化
きょうか

するため、就労
しゅうろう

継続
けいぞく
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支援
しえん

のうち、障害者
しょうがいしゃ

と雇用
こよう

契約
けいやく

を締結
ていけつ

する就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

（Ａ型
えいがた

）の一層
いっそう

の拡充
かくじゅう

を図ります
は か り ま す

。

イ
い

 厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

岡山
おかやま

労働局
ろうどうきょく

、公共
こうきょう

職 業
しょくぎょう

安定所
あんていしょ

、障害者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

センター
せ ん た ー

、障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえ ん

センター
せ ん た ー

などの

労働
ろうどう

関係
かんけい

機関
きか ん

、民間
みんかん

企業
きぎょう

、特別
とくべつ

支援
しえ ん

学校
がっこう

などとの連携
れんけい

を深め
ふかめ

る

ため連絡
れんらく

会議
かい ぎ

を設置
せっち

し、障害
しょうがい

に適応した職場
しょくば

の開拓
かいたく

など

障害者
しょうがいしゃ

に対する
た い す る

就労
しゅうろう

支援
しえん

の強化
きょうか

を図ります
は か り ま す

。

ウ
う

 職場
しょくば

における障害
しょうがい

に対する
た い す る

理解
りか い

を深める
ふ か め る

ための啓発
けいはつ

活動
かつどう

を拡充
かくじゅう

します。 



- 19 - 

第４
だい４

 障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

、地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

、計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

の必要量
ひつようりょう

の見込み
み こ み

と見込量
みこみりょう

の確保
かくほ

のため

の方策
ほうさく

第１期
だ い １ き

計画
けいかく

と 第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

の 実績
じっせき

、 第３期
だ い ３ き

計画
けいかく

策定時
さくていじ

の

アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

、本市
ほんし

の実情
じつじょう

などを勘案
かんあん

し、次
つぎ

のとおり、各年度
かくねんど

における障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス
さ ー び す

、地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえ ん

、計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえ ん

の種類
しゅるい

ごとの必要
ひつよう

な 量
りょう

の見込み
み こ み

とその見込量
みこみりょう

の確保
かくほ

のための方策
ほうさく

を

設定
せってい

します。

１ 訪問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

（１） 第１期
だ い １ き

計画
けいかく

と第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

における実績
じっせき

（単位
たん い

：人
にん

／月
つき

）

第１期
だ い １ き

計画
けいかく

 第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

区
く

分
ぶん

       年
ねん

度
ど

１８ １９ ２０ ２１ ２２ 
２３年

ねん

９月
がつ

見込量
みこみりょ う

６５８ ７６４ ８８３ ５９０ ６１０ ６３１ 居宅
きょたく

介護
か い ご

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

同行
どう こ う

援護
え ん ご

行動
こ う ど う

援護
え ん ご

重度
じ ゅ う ど

障害者
しょうがいしゃ

等
と う

包括
ほうかつ

支援
し え ん

実績
じっせき

４９７ ５２９ ５９５ ６９２ ７９１ ８３８ 
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（２） 第３期
だ い ３ き

計画
けいかく

における必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

（単位
たん い

 上段
じょうだん

：人
にん

／月
つき

 下段
げだ ん

：時間
じか ん

／月
つき

）

区分
くぶん

２４年度
ねんど

２５年度
ねんど

２６年度
ねんど

居宅
きょたく

介護
かい ご

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かい ご

同行
どうこう

援護
えん ご

行動
こうどう

援護
えん ご

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
しえ ん

９０９

２５，０００

９５２

２６，９００

９９５

２８，６００

（３） 現状
げんじょう

と課題
かだい

ア
あ

 訪問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

は、第１期
だ い １ き

計画
けいかく

においては見込量
みこみりょう

を

下回って
したま わ っ て

いましたが、第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

では、急速
きゅうそく

に実績
じっせき

が伸びて
の び て

います。その要因
よういん

としては、生活
せいかつ

の場所
ばしょ

に関する
か ん す る

アンケート
あ ん け ー と

で

は、「自宅
じたく

」が平成
へいせい

２０年度
２ ０ ね ん ど

調査
ちょうさ

に比べて
く ら べ て

１３．２ポイント
ぽ い ん と

増加
ぞう か

していることから、障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

の進展
しんてん

に伴い
ともない

、

居宅
きょたく

介護
かい ご

などのニーズ
に ー ず

が拡大
かくだい

してきたことが考えられます
か ん が え ら れ ま す

。

イ
い

 今後
こんご

の生活
せいかつ

場所
ばし ょ

に関する
か ん す る

アンケート
あ ん け ー と

では、「家族
かぞく

と同居
どうきょ

」が

最も
もっとも

多く
おお く

、半数
はんすう

を占めて
し め て

います。

ウ
う

 障害
しょうがい

程度
てい ど

区分
くぶん

が区分
くぶん

４以上
いじょう

の重度
じゅうど

の肢体
したい

不自由者
ふじゆ う し ゃ

を対象
たいしょう

とする重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かい ご

は、利用者
りようしゃ

は限定
げんてい

されますが、増やして
ふ や し て

欲しい
ほ し い

障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス
さ ー び す

に関する
か ん す る

アンケート
あ ん け ー と

では、特
とく

にない
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を除き
のぞき

、最も
もっとも

大きな
お お き な

割合
わりあい

を占めて
し め て

います。

エ
え

 視覚
しかく

障害者
しょうがいしゃ

を対象
たいしょう

とする同行
どうこう

援護
えん ご

や知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

と精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

を対象
たいしょう

とする行動
こうどう

援護
えん ご

は、それぞれ利用者
りようしゃ

は限定
げんてい

されますが、サービス
さ ー び す

の利用
りよう

状 況
じょうきょう

と利用
りよう

意向
いこう

に関する
か ん す る

アンケート
あ ん け ー と

では、移動
いどう

支援
しえん

事業
じぎょう

も含めた
ふ く め た

外出
がいしゅつ

時
じ

における

移動中
いどうちゅう

の支援
しえん

は、最も
もっとも

大きな
お お き な

割合
わりあい

を占めて
し め て

います。

オ
お

 障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を推進
すいしん

し、また、重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

の

自宅
じたく

での生活
せいかつ

を確保
かくほ

する観点
かんてん

から、引き続き
ひ き つ づ き

、訪問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

の拡充
かくじゅう

を図る
はかる

必要
ひつよう

があります。

（４） 見込量
みこみりょう

確保
かくほ

のための方策
ほうさく

ア
あ

 障害者
しょうがいしゃ

制度
せい ど

全般
ぜんぱん

にわたり、事
じ

業者
ぎょうしゃ

の安定的
あんていてき

運営
うんえい

を確保
かくほ

するとともに、新規事
し ん き じ

業者
ぎょうしゃ

の参入
さんにゅう

を促進
そくしん

するため、報酬
ほうしゅう

単価
たんか

の一層
いっそう

の改善
かいぜん

に向けて
む け て

、国
くに

に対して
た い し て

要望
ようぼう

していきます。

イ
い

 訪問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

のニーズ
に ー ず

の拡大
かくだい

に対応
たいおう

するため、研修会
けんしゅうかい

、

講習会
こうしゅうかい

などを通じて
つ う じ て

、サービス
さ ー び す

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図ります
は か り ま す

。
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２ 日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス
さ ー び す

（１） 第１期
だ い １ き

計画
けいかく

と第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

における実績
じっせき

（単位
たん い

：人
にん

／月
つき

）

第１期
だ い １ き

計画
けいかく

 第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

区
く

分
ぶん

       年
ねん

度
ど

１８ １９ ２０ ２１ ２２ 
２３年

ねん

９月
がつ

見込量
みこみりょ う

１１１ ２４５ ３１２ ５５８ ６７６ ７９３ 
生活
せいかつ

介護
か い ご

実績
じっせき

１１３ ２３７ ４４３ ５１０ ７４０ ８５４ 

見込量
みこみりょ う

１ ２ ２ １３ ２５ ３７ 自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
くんれん

） 実績
じっせき

０ ０ ０ １ ４ １ 

見込量
みこみりょ う

１１ ２４ ５６ ５９ ９６ １３２ 自立
じ り つ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 実績
じっせき

７ １２ １２ １４ ５０ ２３ 

見込量
みこみりょ う

６３ １０１ １６３ ２０６ ２３２ ２５８ 
就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

実績
じっせき

４９ ９２ １７２ １５６ １４０ １５０ 

見込量
みこみりょ う

０ １０ ２５ ９２ １１５ １３８ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（Ａ型
えいがた

） 実績
じっせき

０ １９ ８０ ２２３ ３７１ ４５７ 

見込量
みこみりょ う

１１９ １８２ ２８９ ３０７ ３１５ ３２３ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（Ｂ型
びいがた

） 実績
じっせき

９８ １６１ ３１９ ４５３ ５７９ ６８４ 

見込量
みこみりょ う

６ ６ ８ １５ １５ １５ 
療養
りょうよう

介護
か い ご

実績
じっせき

８ ６ １４ １３ １５ １７ 

見込量
みこみりょ う

３５１ ４０９ ４６７ ５１４ ５７７ ６４０ 児童
じ ど う

デイ
で い

サービス
さ ー び す

実績
じっせき

４０６ ４２２ ４５８ ５８１ ６１８ ７１３ 

見込量
みこみりょ う

８２ ９０ ９８ １０４ １１３ １２１ 
短期
た ん き

入所
にゅうしょ

実績
じっせき

６６ ６９ ７５ １１４ １３５ １４３ 
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（２） 第３期
だ い ３ き

計画
けいかく

における必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

（単位
たん い

 上段
じょうだん

：人
にん

／月
つき

 下段
げだ ん

：人
にん

日
にち

／月
つき

）

区分
くぶん

２４年度
ねんど

２５年度
ねんど

２６年度
ねんど

生活
せいかつ

介護
かい ご ９５０

１８，０２１

９７５

１８，４９５

１，０００

１８，９７０

自立
じりつ

訓練
くんれん

（機能
きのう

訓練
くんれん

）

４

７０

４

７０

４

７０

自立
じりつ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

）

４６

１，１６３

４８

１，２１４

５０

１，２６５

就労
しゅうろう

移行
いこ う

支援
しえん １７０

２，８３２

１８０

２，９１５

１９０

２，９９９

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

（Ａ型
えいがた

）

５００

９，０００

５５０

１０，４５０

６００

１１，４００

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

（Ｂ型
びいがた

）

７７５

１３，９５０

８００

１４，４００

８３０

１４，９４０

療養
りょうよう

介護
かい ご １７ １７ １７

短期
たんき

入所
にゅうしょ １５０

８００

１６０

９００

１７０

１，０００

（３） 現状
げんじょう

と課題
かだい

ア
あ

 生活
せいかつ

介護
かい ご

は、施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

が減少
げんしょう

しているにもかかわらず、

平成
へいせい

２２年度
２ ２ ね ん ど

以降
いこ う

、見込量
みこみりょう

を上回る
うわまわる

伸び
の び

を見せて
み せ て

います。

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

の進展
しんてん

に伴い
ともない

、自宅
じたく

で生活
せいかつ

する

障害者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

が拡大
かくだい

してきたことも、要因
よういん

の一つ
ひとつ

として

考えられます
か ん が え ら れ ま す

。

イ
い

 障害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

が区分
くぶん

３以上
いじょう

である者
もの

を対象
たいしょう

とする生活
せいかつ
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介護
かいご

は、重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を推進
すいしん

する観点
かんてん

から、

引き続き
ひ き つ づ き

、拡充
かくじゅう

を図る
はかる

必要
ひつよう

があります。

ウ
う

 生活
せいかつ

介護
かい ご

における入浴
にゅうよく

支援
しえ ん

は、重度
じゅうど

在宅
ざいたく

障害者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

が高い
たかい

ことから、拡充
かくじゅう

を図る
はかる

必要
ひつよう

があります。

エ
え

 就労
しゅうろう

移行
いこ う

支援
しえん

は、第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

では、利用者数
りようしゃすう

が横ばい
よ こ ば い

傾向
けいこう

にあり、見込量
みこみりょう

を大きく
お お き く

割り込んで
わ り こ ん で

います。一般
いっぱん

就労
しゅうろう

を目的
もくてき

としているため、利用
りよう

期間
きかん

が２年
２ねん

と限られて
か ぎ ら れ て

いることの影響
えいきょう

が考えられます
か ん が え ら れ ま す

。

オ
お

 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

は、見込量
みこみりょう

を大きく
お お き く

上回る
うわまわる

需要
じゅよう

があり、  

事
じ

業者
ぎょうしゃ

の新規
しんき

参入
さんにゅう

も進んで
す す ん で

います。

カ
か

 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

のうち、障害者
しょうがいしゃ

と雇用
こよう

契約
けいやく

を締結
ていけつ

する就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

（Ａ型
えいがた

）が占める
し め る

割合
わりあい

は、平成
へいせい

２３年
２ ３ ね ん

９月
９が つ

現在
げんざい

で４割
４わり

であり、国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

である３割
３わり

を上回って
うわま わ っ て

います。

キ
き

 サービス
さ ー び す

の利用
りよう

状 況
じょうきょう

と利用
りよう

意向
いこう

に関する
か ん す る

アンケート
あ ん け ー と

では、

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん

と就労
しゅうろう

移行
いこ う

支援
しえん

は、二番目
に ば ん め

に大きな
お お き な

割合
わりあい

を

占めて
し め て

おり、今後
こんご

、一層
いっそう

の拡充
かくじゅう

を図る
はかる

必要
ひつよう

があります。

ク
く

 短期
たんき

入所
にゅうしょ

は、第１期
だ い １ き

計画
けいかく

においては見込量
みこみりょう

を下回って
したま わ っ て
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いましたが、第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

では、急速
きゅうそく

に実績
じっせき

が伸びて
の び て

います。

その要因
よういん

としては、障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

の進展
しんてん

に伴い
ともない

、

障害者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

が拡大
かくだい

してきたことが考えられます
か ん が え ら れ ま す

。

障害者
しょうがいしゃ

の介護者
かいごしゃ

を支援
しえん

するサービス
さ ー び す

として、今後
こんご

も相当量
そうとうりょう

の利用
りよう

が見込まれる
み こ ま れ る

ことから、引き続き
ひ き つ づ き

、拡充
かくじゅう

を図る
はかる

必要
ひつよう

が

あります。

（４） 見込量
みこみりょう

確保
かくほ

のための方策
ほうさく

ア
あ

 生活
せいかつ

介護
かい ご

は、医師
い し

、看護
かんご

職員
しょくいん

などの配置
はいち

が必要
ひつよう

であること

から、医療
いりょう

機関
きか ん

との連携
れんけい

を強化
きょうか

します。

イ
い

 就労
しゅうろう

移行
いこ う

支援
しえん

は、障害者
しょうがいしゃ

試行
しこ う

雇用
こよう

（トライアル
と ら い あ る

雇用
こよ う

）、職場
しょくば

適応
てきおう

援助者
えんじょしゃ

（ジョブコーチ
じ ょ ぶ こ ー ち

）など労働
ろうどう

関係
かんけい

の支援
しえん

施策
せさく

とより

緊密
きんみつ

な連携
れんけい

を図り
はかり

、障害者
しょうがいしゃ

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

を促進
そくしん

します。 

ウ
う

 障害児
しょうがいじ

に対する
た い す る

将来
しょうらい

の就労
しゅうろう

と自立
じりつ

への基礎づくり
き そ づ く り

を図る
はかる

ため、岡山市
おかやまし

障害児
しょうがいじ

仕事
しご と

体験
たいけん

活動
かつどう

事業
じぎょう

を広く
ひろく

告知
こくち

し、障害児
しょうがいじ

の

仕事
しごと

体験
たいけん

活動
かつどう

への参加
さんか

を推進
すいしん

します。

エ
え

 障害者
しょうがいしゃ

の工賃
こうちん

水準
すいじゅん

の引き上げ
ひ き あ げ

を図る
はかる

ため、福祉
ふくし

の店
みせ

など

において、障害者
しょうがいしゃ

が製作
せいさく

した物品
ぶっぴん

などの販売
はんばい

事業
じぎょう

を一層
いっそう

促進
そくしん
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します。

オ
お

 障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

施設
しせつ

などが持続的
じぞくてき

に物品
ぶっぴん

や役務
えきむ

の提供
ていきょう

を行う
おこなう

ため、地方
ちほう

自治法
じ ち ほ う

（昭和
しょうわ

２２年
２ ２ ね ん

法律
ほうりつ

第６７号
だい６ ７ ご う

）に基づく
も と づ く

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

などからの物品
ぶっぴん

や役務
えきむ

の調達
ちょうたつ

に係る
かかる

随意
ずいい

契約
けいやく

制度
せい ど

を積極的
せっきょくてき

に活用
かつよう

し、障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

施設
しせつ

などの受注
じゅちゅう

の機会
きかい

を

確保
かくほ

します。
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３ 居住
きょじゅう

系
けい

サービス
さ ー び す

（１） 第１期
だ い １ き

計画
けいかく

と第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

における実績
じっせき

（単位
たん い

：人
にん

／月
つき

）

第１期
だ い １ き

計画
けいかく

 第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

区
く

分
ぶん

        年
ねん

度
ど

１８ １９ ２０ ２１ ２２ 
２３年

ねん

９月
がつ

見込量
みこみりょ う

２３０ ２５３ ２８２ ３１３ ３９５ ４７９ 共同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
か い ご

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

実績
じっせき

１１２ １８８ ２３３ ２５２ ２６２ ２７９ 

見込量
みこみりょ う

６８４ ６７３ ６５１ ６５９ ６４７ ６４０ 
施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

実績
じっせき

８７０ ６７８ ６４８ ６３６ ６２５ ６１９ 

（２） 第３期
だ い ３ き

計画
けいかく

における必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

（単位
たん い

：人
にん

／月
つき

）

区分
くぶん

２４年度
ねんど

２５年度
ねんど

２６年度
ねんど

共同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
かい ご

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ ２９０ ３００ ３１０

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえ ん

６２０ ６１５ ６１０

（３） 現状
げんじょう

と課題
かだい

ア
あ

 共同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
かい ご

と共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

の利用者数
りようしゃすう

は、増加
ぞうか

して

いますが、依然
いぜん

、見込量
みこみりょう

を下回って
したま わ っ て

います。その要因
よういん

として

は、障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

の進展
しんてん

に伴い
ともない

、自宅
じたく

での生活
せいかつ

が増加
ぞうか

してきたことが考えられます
か ん が え ら れ ま す

。

イ
い

 サービス
さ ー び す

の利用
りよう

状 況
じょうきょう

と利用
りよう

意向
いこう

に関する
か ん す る

アンケート
あ ん け ー と

では、
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共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

と共同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
かい ご

は、三番目
さんばんめ

に大きな
お お き な

割合
わりあい

を

占めて
し め て

います。

ウ
う

 地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を推進
すいしん

するためには、引き続き
ひ き つ づ き

、共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

や共同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
かい ご

の整備
せいび

を進める
す す め る

必要
ひつよう

があります。

エ
え

 施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえ ん

は、共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

、共同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
かい ご

などでの

対応
たいおう

が困難
こんなん

であるなど、施設
しせつ

入所
にゅうしょ

が真
しん

に必要
ひつよう

であると判断
はんだん

される場合
ばあい

に限定
げんてい

されます。

オ
お

 施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

は、平成
へいせい

２３年
２ ３ ね ん

１０月
１ ０ が つ

１日
１に ち

現在
げんざい

、平成
へいせい

１７年
１ ７ ね ん

１０月
１ ０ が つ

１日
１に ち

と比べ
くらべ

９．７パーセント
ぱ ー せ ん と

の減少
げんしょう

であり、第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

における国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

である７パーセント
ぱ ー せ ん と

以上
いじょう

の減少
げんしょう

を達成
たっせい

しています。

カ
か

 真
しん

に施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

を必要
ひつよう

とする場合
ばあい

においては、円滑
えんかつ

に

サービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

を受ける
う け る

ことができる体制づくり
た い せ い づ く り

を整える
ととのえる

必要
ひつよう

があります。

（４） 見込量
みこみりょう

確保
かくほ

のための方策
ほうさく

ア
あ

 福祉
ふくし

施設
しせつ

の入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を推進
すいしん

する観点
かんてん

から、原則
げんそく

として、新た
あらた

な入所
にゅうしょ

施設
しせ つ

の整備
せいび

は行いません
お こ な い ま せ ん

。
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イ
い

 共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

と共同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
かい ご

の整備
せいび

に当たって
あ た っ て

は、事業
じぎょう

の優
ゆう

先度
せんど

が高い
たかい

ことから、積極的
せっきょくてき

に事
じ

業者
ぎょうしゃ

への働きかけ
はたら き か け

を

行って
おこなって

いきます。
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４ 相談
そうだん

支援
しえん

（１） 第１期
だ い １ き

計画
けいかく

と第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

における実績
じっせき

（単位
たん い

：人
にん

／月
つき

）

第１期
だ い １ き

計画
けいかく

 第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

区
く

分
ぶん

        年
ねん

度
ど

１８ １９ ２０ ２１ ２２ 
２３年

ねん

９月
がつ

見込量
みこみりょ う

１３９ １８１ ２２５ １８ ２０ ２２ 指定
してい

相談
そうだん

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

利用
りよう

計画
けいかく

作成
さくせい

対象者数
たいしょうしゃすう

） 
実績
じっせき

８ １２ １６ ２５ ３６ ３７ 

（２） 第３期
だ い ３ き

計画
けいかく

における必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

（単位
たん い

：人
にん

／月
つき

）

区分
くぶん

２４年度
ねんど

２５年度
ねんど

２６年度
ねんど

地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

４１ ４１ ４１

地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえ ん

２１５ ２５５ ２６４

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえ ん

４８６ ８８４ １，３１０

※ 地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

と地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえ ん

は、障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を円滑
えんかつ

かつ着実
ちゃくじつ

に推進
すいしん

するために必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

を設定
せってい

します。

※ 計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえ ん

は、平成
へいせい

２４年度
２ ４ ね ん ど

から３年間
３ねんかん

ですべての

対象者
たいしょうしゃ

について実施
じっし

するため、３年
３ねん

の期間
きかん

を見通して
み と お し て

適切
てきせつ

な見込量
みこみりょう

を設定
せってい

します。
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（３） 現状
げんじょう

と課題
かだい

ア
あ

 サービス
さ ー び す

利用
りよ う

計画
けいかく

作成
さくせい

対象者数
たいしょうしゃすう

は、制度
せいど

発足
ほっそく

当初
とうしょ

から、

見込量
みこみりょう

を大きく
お お き く

下回り
したまわり

、低調
ていちょう

な状 況
じょうきょう

が続いて
つ づ い て

います。その

要因
よういん

としては、障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

施設
しせつ

からの退所
たいしょ

に伴い
ともない

集 中 的
しゅうちゅうてき

に

支援
しえん

を行う
おこなう

ことが必要
ひつよう

である者
もの

など対象
たいしょう

となる利用者
りようしゃ

が

限られる
か ぎ ら れ る

こと、サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

に係る
かかる

事
じ

業者
ぎょうしゃ

の負担
ふたん

が大きい
お お き い

ため対応
たいおう

能力
のうりょく

が及ばない
お よ ば な い

ことなどが考えられます
か ん が え ら れ ま す

。

イ
い

 現在
げんざい

の生活
せいかつ

を快適
かいてき

にするために必要
ひつよう

なことに関する
か ん す る

アンケート
あ ん け ー と

では、「相談
そうだん

窓口
まどぐち

」が最も
もっとも

大きな
お お き な

割合
わりあい

を占めて
し め て

います。

ウ
う

 障害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス
さ ー び す

で困って
こ ま っ て

いることに関する
か ん す る

アンケート
あ ん け ー と

では、特
とく

に困って
こ ま っ て

いることはないを除き
のぞき

、① サービス
さ ー び す

の内容
ないよう

が分からない
わ か ら な い

、② 事
じ

業者
ぎょうしゃ

情報
じょうほう

が少ない
す く な い

、③ 利用
りよう

手続き
て つ づ き

と

いずれも情報
じょうほう

提供
ていきょう

の不足
ふそく

についての回答
かいとう

が多く
おおく

を占めて
し め て

います。

エ
え

 相談
そうだん

相手
あい て

に関する
か ん す る

アンケート
あ ん け ー と

では、「家族
かぞく

・親族
しんぞく

」が最も
もっとも

大きな
お お き な

割合
わりあい

を占めて
し め て

います。

オ
お

 相談
そうだん

支援
しえ ん

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の量的
りょうてき

拡大
かくだい

を図る
はかる

ため、平成
へいせい

２４年
２ ４ ね ん
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４月
４がつ

１日
１にち

から、地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえ ん

（地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

・地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

）

を創設
そうせつ

するとともに、計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえ ん

を拡充
かくじゅう

し、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
りよう

計画
けいかく

作成
さくせい

の対象者
たいしょうしゃ

を大幅
おおはば

に拡大
かくだい

します。

（４） 見込量
みこみりょう

確保
かくほ

のための方策
ほうさく

ア
あ

 国
くに

は、相談
そうだん

支援
しえ ん

の担い手
に な い て

の確保
かくほ

を図る
はかる

ため、相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

研修
けんしゅう

の実施
じっし

主体
しゅたい

の拡大
かくだい

や民間
みんかん

団体
だんたい

の相談
そうだん

支援
しえ ん

事業者
じぎょうしゃ

の活用
かつよう

を図る
はかる

こととしています。

イ
い

 自立
じりつ

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

を充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

し、地域
ちいき

移行
いこう

のネット
ね っ と

ワーク
わ ー く

の強化
きょうか

や地域
ちいき

の社会
しゃかい

資源
しげ ん

の開発
かいはつ

、サービス
さ ー び す

利用
りよ う

計画
けいかく

の質
しつ

の

向上
こうじょう

、障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

のネットワーク
ね っ と わ ー く

の強化
きょうか

などの役割
やくわり

を

担います
に な い ま す

。
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第５
だい ５

 地域
ちい き

生活
せいかつ

支援
しえ ん

事業
じぎょう

の実施
じっし

に関する
か ん す る

事項
じこ う

１ 第１期
だ い １ き

計画
けいかく

と第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

における実績
じっせき

第１期
だ い １ き

計画
けいかく

 第２期
だ い ２ き

計画
けいかく

区
く

分
ぶん

                 年
ねん

度
ど

１８ １９ ２０ ２１ ２２ 
23年

ねん

９月
がつ

見込量
みこみりょ う

２２ ３１ ３７ ３４ ４３ ５２ 障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょ う

(実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

) 
実績
じっせき

２１ ２６ ２５ ２３ ２１ ２２ 

見込量
みこみりょ う

６ ７ ７ 有
あり

 有
あり

 有
あり

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議
きょ う ぎ

会
かい

（実施
じ っ し

の有無
う む

） 
実績
じっせき

 有
あり

 有
あり

 有
あり

 有
あり

 有
あり

 有
あり

見込量
みこみりょ う

６ ７ ７ ６ ６ ７ 

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し

え

ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

障害児
しょうがいじ

等
と う

療育
りょういく

支援
し え ん

事業
じぎょ う

（実施
じ っ し

箇所数
か し ょ す う

） 
実績
じっせき

６ ６ ６ ６ ６ ６ 

見込量
みこみりょ う

６ ８ ８ 有
あり

 有
あり

 有
あり

市町村
しちょうそん

相談
そうだん

支援
し え ん

機能
き の う

強化
きょ うか

事業
じぎょ う

（実施
じ っ し

の有無
う む

） 
実績
じっせき

 有
あり

 有
あり

 有
あり

 有
あり

 有
あり

 有
あり

見込量
みこみりょ う

６ ７ ７ 有
あり

 有
あり

 有
あり

住宅
じゅうたく

入居
にゅうきょ

等
と う

支援
し え ん

事業
じぎょ う

（実施
じ っ し

の有無
う む

） 実績
じっせき

 有
あり

 有
あり

 有
あり

 有
あり

 有
あり

 有
あり

見込量
みこみりょ う

６ ７ ７ 有
あり

 有
あり

 有
あり

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し

え

ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

支援
し え ん

事業
じぎょ う

（実施
じ っ し

の有無
う む

） 
実績
じっせき

 有
あり

 有
あり

 有
あり

 有
あり

 有
あり

 有
あり

見込量
みこみりょ う

３７ ４１ ４４ ４９ ５２ ５４ 手話
し ゅ わ

通訳者
つうやくしゃ

･要約
ようやく

筆記者
ひっ き し ゃ

派遣
は け ん

事業
じぎょ う

（月間
げっかん

派遣
は け ん

件数
けんすう

） 
実績
じっせき

４１ ４２ ４０ ４３ ４７ ５５ 

見込量
みこみりょ う

 有
あり

 有
あり

 有
あり

２ ２ ２ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

こ
み

ゅ

に

け

ー

し

ょ
ん

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

手話
し ゅ わ

通訳者
つうやくしゃ

設置
せ っ ち

事業
じぎょ う

（設置者数
せっち しゃ す う

） 実績
じっせき

２ ２ ２ ２ ２ ２ 
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見込量
みこみりょ う

５２ ５４ ５６ ５１ ５６ ６０ 
介護
か い ご

・訓練
くんれん

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

実績
じっせき

１６ ４１ ２６ ３３ ３８ １７ 

見込量
みこみりょ う

７７ ９８ ９８ ８３ ９２ １０１ 
自立
じ り つ

生活
せいかつ

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

実績
じっせき

４５ ５８ ７６ ６７ ９２ ５２ 

見込量
みこみりょ う

５６ ７９ ７９ ６９ ７５ ８１ 
在宅
ざいたく

療養
りょうよう

等
と う

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

実績
じっせき

２７ ７１ ６６ ８０ ７９ ３８ 

見込量
みこみりょ う

１７４ １８９ ２０３ １６５ ２０４ ２４３ 
情報
じょうほう

・意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

実績
じっせき

６５ １０５ １２３ １１３ １０１ ５１ 

見込量
みこみりょ う

8080 8290 8490 9029 9061 9094 

排泄
はいせつ

管理
か ん り

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

実績
じっせき

5396 9555 9384 10129 11879 4562 

見込量
みこみりょ う

２５ ２７ ２９ ２３ ２８ ３３ 

日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

用
具

よ

う

ぐ

給
付

き
ゅ
う
ふ

等と
う

事
業

じ
ぎ
ょ
う

（
年
間

ね
ん
か
ん

給
付

き
ゅ
う
ふ

件
数

け
ん
す
う

）居宅
きょたく

生活
せいかつ

動作
ど う さ

補助
ほ じ ょ

用具
よ う ぐ

実績
じっせき

４ １３ １３ １９ ２８ ８ 

見込量
みこみりょ う

２７７ ３９０ ４０４ ４２２ ４５６ ４９０ 移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょ う

（月間
げっかん

利用者数
り よ う し ゃ す う

） 実績
じっせき

３１３ ３７２ ３８６ ４０４ ４５４ ５０９ 

見込量
みこみりょ う

１６８ ２１０ ２１０ １２７ １５４ ２１０ 地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

Ⅰ型
１ が た

実績
じっせき

６８ ９５ １０７ １０７ １００ ９５ 

見込量
みこみりょ う

２８９ ２８９ ２８９ １９３ ２６５ ３３６ 地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

Ⅱ型
２ が た

実績
じっせき

１２３ １２２ １２１ １２４ １１３ １１８ 

見込量
みこみりょ う

２３９ ２４６ ２４８ ２１１ ２３１ ２５０ 地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

Ⅲ型
３ が た

実績
じっせき

２７４ ２７１ ２５６ ２６６ ２３８ １９８ 

見込量
みこみりょ う

９３ ９３ ９３ ４４ ２２ ２２ 

地
域

ち
い
き

活
動

か
つ
ど
う

支
援

し
え
ん

セ
ン
タ
ー

せ

ん

た

ー 
(

月
間

げ
っ
か
ん

利
用
者
数

り
よ
う
し
ゃ
す
う) 

小規模
し ょ う き ぼ

作業所
さぎょ う し ょ

実績
じっせき

８３ ６４ ７１ ２１ ２２ ２２ 

見込量
みこみりょ う

２４９ ２８１ ３１３ ３４７ ３７８ ４０８ 日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

事業
じぎょ う

（月間
げっかん

利用者数
り よ う し ゃ す う

） 実績
じっせき

１９７ ２７７ ３２０ ３９８ ５０７ ５２０ 

見込量
みこみりょ う

２７ ２８ ２８ ３ ３ ３ 生活
せいかつ

サポート
さ ぽ ー と

事業
じぎょ う

（月間
げっかん

利用者数
り よ う し ゃ す う

） 実績
じっせき

１ ２ ２ １ ０ ０ 

見込量
みこみりょ う

 有
あり

 有
あり

 有
あり

１０ １０ １０ 

そ
の
他

そ

の

た

の
事じ

業
ぎ
ょ
う
要約
ようやく

筆記
ひ っ き

奉仕員
ほ う し い ん

養成
ようせい

事業
じぎょ う

（養成
ようせい

講習
こうしゅう

修了者数
しゅうりょうしゃすう

） 
実績
じっせき

１０ ９ ６ １０ １６ ５ 
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見込量
みこみりょ う

２ １６ １６ １２ １２ ３０ 福祉
ふ く し

ホーム
ほ ー む

事業
じぎょ う

（月間
げっかん

利用者数
り よ う し ゃ す う

） 実績
じっせき

０ ０ １１ １１ １１ １１ 

見込量
みこみりょ う

 有
あり

 有
あり

 有
あり

1150 1150 1150 スポーツ
す ぽ ー つ

大会
たいかい

・

教室
きょうしつ

開催
かいさい

（年間
ねんかん

参加者数
さんか し ゃ す う

） 
実績
じっせき

1360 1129 1149 1471 1324 ５９３ 

見込量
みこみりょ う

 有
あり

 有
あり

 有
あり

８００ 1000 1000 芸術
げいじゅつ

・文化
ぶ ん か

開催
かいさい

（年間
ねんかん

参加者数
さんか し ゃ す う

） 実績
じっせき

 有
あり

 有
あり

 有
あり

 有
あり

 有
あり

7477 

見込量
みこみりょ う

 有
あり

 有
あり

 有
あり

５０ ５０ ５０ 点字
て ん じ

・声
こえ

の広報
こうほ う

発行
はっこう

（年間
ねんかん

発行
はっこう

回数
かいすう

） 
実績
じっせき

 有
あり

 有
あり

 有
あり

５０ ５０ ５０ 

見込量
みこみりょ う

１２ １２ １２ １０ １１ １２ 自動車
じ ど う し ゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

取得
しゅ と く

助成
じょせい

（年間
ねんかん

助成
じょせい

件数
けんすう

） 
実績
じっせき

１０ １８ ６ １２ ７ ２ 

見込量
みこみりょ う

８１ ８１ ８１ ７３ ７７ ８１ 

そ
の
他

そ

の

た

の
事じ

業
ぎ
ょ
う

社
会

し
ゃ
か
い

参
加

さ

ん

か

促
進

そ
く
し
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

自動車
じ ど う し ゃ

改造費
かいぞ う ひ

助成
じょせい

（年間
ねんかん

助成
じょせい

件数
けんすう

） 
実績
じっせき

６８ ６０ ６０ ６５ ４０ ２０ 
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２ 第３期
だ い ３ き

計画
けいかく

における必要
ひつよう

な見込量
みこみりょう

区
く

分
ぶん

 ２４年度
ね ん ど

 ２５年度
ね ん ど

 ２６年度
ね ん ど

障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょ う

（実施
じ っ し

見込
み こ み

箇所数
か し ょ す う

） 
２５ ２７ ３０ 

基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

（設置
せ っ ち

の有無
う む

） 
無
なし

 無
なし

 無
なし

市町村
しちょうそん

相談
そうだん

支援
し え ん

機能
き の う

強化
きょ うか

事業
じぎょ う

（実施
じ っ し

の有無
う む

） 
有
あり

 有
あり

 有
あり

相
談

そ
う
だ
ん

支
援

し

え

ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

住宅
じゅうたく

入居
にゅうきょ

等
と う

支援
し え ん

事業
じぎょ う

（実施
じ っ し

の有無
う む

） 
有
あり

 有
あり

 有
あり

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

支援
し え ん

事業
じぎょ う

（年間
ねんかん

利用
り よ う

見込者数
みこみ しゃ す う

） 
１５ ２０ ２５ 

手話
し ゅ わ

通訳者
つうやくしゃ

･ 要約
ようやく

筆記者
ひっ き し ゃ

派遣
は け ん

事業
じぎょ う

（月間
げっかん

派遣
は け ん

見込
み こ み

件数
けんすう

） 

５８ ６１ ６４ 支
援

し

え

ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

こ

み

ゅ

に

け

ー

し

ょ

ん

手話
し ゅ わ

通訳者
つうやくしゃ

設置
せ っ ち

事業
じぎょ う

（設置
せ っ ち

見込者数
みこみ しゃ す う

） 
２ ２ ２ 

介護
か い ご

・訓練
くんれん

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

３５ ３５ ３５ 

自立
じ り つ

生活
せいかつ

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

１０３ １０３ １０３ 

在宅
ざいたく

療養
りょうよう

等
と う

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

９６ ９６ ９６ 

情報
じょうほう

・意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

１６２ １３７ １３７ 

排泄
はいせつ

管理
か ん り

支援
し え ん

用具
よ う ぐ

１０，１４９ １０，１４９ １０，１４９ 

（
年
間

ね
ん
か
ん

給
付

き
ゅ
う
ふ

見
込

み

こ
み

件
数

け
ん
す
う

）

日
常

に
ち
じ
ょ
う

生
活

せ
い
か
つ

用
具

よ

う

ぐ

給
付

き
ゅ
う
ふ

等と
う

事
業

じ
ぎ
ょ
う

居宅
きょたく

生活
せいかつ

動作
ど う さ

補助
ほ じ ょ

用具
よ う ぐ

３９ ３９ ３９ 
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移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょ う

（月間
げっかん

利用
り よ う

見込者数
みこみ しゃ す う

） 
５４１ ６０６ ６７９ 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

Ⅰ型
１ が た

１３５ １３５ １３５ 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

Ⅱ型
２ が た

１２０ １２０ １２０ 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

Ⅲ型
３ が た

１７０ １６０ １５０ 

（
月
間

げ
っ
か
ん

利
用

り

よ

う

見
込
者
数

み
こ
み
し
ゃ
す
う

）

地
域

ち

い
き

活
動

か
つ
ど
う

支
援

し

え

ん

セ
ン
タ
ー

せ

ん

た

ー

小規模
し ょ う き ぼ

作業所
さぎょ う し ょ

２２ ２２ ２２ 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

運営
うんえい

事業
じぎょ う

（上段
じょうだん

：実施
じ っ し

見込
み こ み

箇所数
か し ょ す う

下段
げ だ ん

：月間
げっかん

利用
り よ う

見込者数
みこみ しゃ す う

） 

１ 

８６ 

１ 

９３ 

１ 

１００ 

障害児
しょうがいじ

等
と う

療育
りょういく

支援
し え ん

事業
じぎょ う

（実施
じ っ し

見込
み こ み

箇所数
か し ょ す う

） 
７ ７ ７ 

日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

事業
じぎょ う

（月間
げっかん

利用
り よ う

見込者数
みこみ しゃ す う

） 
５５０ ５８０ ６００ 

生活
せいかつ

サポート
さ ぽ ー と

事業
じぎょ う

（月間
げっかん

利用
り よ う

見込者数
みこみ しゃ す う

） 
２ ２ ２ 

要約
ようやく

筆記
ひ っ き

奉仕員
ほ う し い ん

養成
ようせい

事業
じぎょ う

（養成
ようせい

講習
こうしゅう

修了
しゅうりょう

見込者数
みこみ しゃ す う

） 
１０ １０ １０ 

福祉
ふ く し

ホーム
ほ ー む

事業
じぎょ う

（月間
げっかん

利用
り よ う

見込者数
みこみ しゃ す う

） 
１２ １２ １２ 

スポーツ
す ぽ ー つ

大会
たいかい

・教室
きょうしつ

開催
かいさい

（年間
ねんかん

参加
さ ん か

見込者数
みこみ しゃ す う

） 
１，４５０ １，４５０ １，４５０ 

芸術
げいじゅつ

・文化
ぶ ん か

開催
かいさい

（年間
ねんかん

応募
お う ぼ

見込者数
みこみ しゃ す う

） 
２２７ ２５０ ２７５ 

そ
の
他

そ

の

た

の
事じ

業
ぎ
ょ
う

社
会

し
ゃ
か
い

参
加

さ

ん

か

促
進

そ
く
し
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

点字
て ん じ

・声
こえ

の広報
こうほ う

発行
はっこう

（年間
ねんかん

発行
はっこう

見込
み こ み

回数
かいすう

） 
５０ ５０ ５０ 
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自動車
じ ど う し ゃ

運転
うんてん

免許
めんきょ

取得
しゅと く

助成
じょせい

（年間
ねんかん

取得
しゅと く

見込
み こ み

件数
けんすう

） 
１０ １０ １０ 

自動車
じ ど う し ゃ

改造費
かいぞ う ひ

助成
じょせい

（年間
ねんかん

助成
じょせい

見込
み こ み

件数
けんすう

） 
５６ ５６ ５６ 

３ 現状
げんじょう

と課題
かだい

（１） 地域
ちいき

移行
いこう

のネットワーク
ね っ と わ ー く

の強化
きょうか

や地域
ちいき

の社会
しゃかい

資源
しげ ん

の開発
かいはつ

、

サービス
さ ー び す

利用
りよ う

計画
けいかく

の 質
しつ

の 向上
こうじょう

、 障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し

の

ネットワーク
ね っ と わ ー く

の強化
きょうか

などを図る
はかる

ため、自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎか い

の活性化
かっせいか

を進める
す す め る

必要
ひつよう

があります。

（２）判断
はんだん

能力
のうりょく

が十分
じゅうぶん

ではない障害者
しょうがいしゃ

の法的
ほうてき

地位
ち い

を確保
かくほ

し、財産
ざいさん

や権利
けんり

を保護
ほ ご

するため、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せい ど

の利用
りよう

促進
そくしん

を図る
はかる

必要
ひつよう

が

あります。

（３） 聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

が気軽
きがる

に外出
がいしゅつ

しやすい環境
かんきょう

を整える
ととのえる

ため、

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえ ん

事業
じぎょう

の拡充
かくじゅう

を図る
はかる

必要
ひつよう

があります。

（４）移動
いどう

支援
しえん

事業
じぎょう

は、当初
とうしょ

の見込み
み こ み

どおり、高い
たかい

利用
りよう

実績
じっせき

を示して
し め し て

います。また、サービス
さ ー び す

の利用
りよう

状 況
じょうきょう

と利用
りよう

意向
いこう

に関する
か ん す る

アンケート
あ ん け ー と

では、行動
こうどう

援護
えん ご

や同行
どうこう

援護
えん ご

も含めた
ふ く め た

外出
がいしゅつ

時
じ

における

移動中
いどうちゅう

の支援
しえん

は、最も
もっとも

大きな
お お き な

割合
わりあい

を占めて
し め て

おり、今後
こんご

、一層
いっそう

の

拡充
かくじゅう

を図る
はかる

必要
ひつよう

があります。
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（５）地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センター
せ ん た ー

は、障害者
しょうがいしゃ

に対する
た い す る

創作的
そうさくてき

活動
かつどう

や生
せい

産
さん

活動
かつどう

の提供
ていきょう

に加え
くわえ

、相談
そうだん

支援
しえ ん

、自立
じりつ

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

、住宅
じゅうたく

入居
にゅうきょ

等
とう

支援
しえん

、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せい ど

利用
りよう

支援
しえん

などの事業
じぎょう

を行って
おこなって

います。

現在
げんざい

の 生活
せいかつ

を快適
かいてき

にするために必要
ひつよう

なことに関する
か ん す る

アンケート
あ ん け ー と

では、「相談
そうだん

窓口
まどぐち

」が最も
もっとも

大きな
お お き な

割合
わりあい

を占めて
し め て

おり、

引き続き
ひ き つ づ き

、地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえ ん

センター
せ ん た ー

における相談
そうだん

事業
じぎょう

の拡充
かくじゅう

を

図る
はかる

必要
ひつよう

があります。

（６） 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

への支援
しえん

については、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

を

目指し
め ざ し

、早期
そうき

発見
はっけん

・支援
しえん

の取組み
と り く み

や関係
かんけい

機関
きか ん

が連携
れんけい

した支援
しえん

の

充実
じゅうじつ

を図る
はかる

ことで、それぞれのライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応じた
お う じ た

切れ目
き れ め

のない支援
しえん

を行って
おこなって

いく必要
ひつよう

があります。

また、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

やその家族
かぞく

が地域
ちいき

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できる 

よう、発達
はったつ

障害
しょうがい

に対する
た い す る

理解
りか い

を広める
ひ ろ め る

ための普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

や支援
しえん

に関わる
か か わ る

者
もの

の資質
ししつ

向上
こうじょう

を図る
はかる

必要
ひつよう

があります。

（７） 日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

は、当初
とうしょ

の見込み
み こ み

どおり、高い
たかい

利用
りよう

実績
じっせき

を

示して
し め し て

います。障害者
しょうがいしゃ

の介護者
かいごしゃ

を支援
しえん

するサービス
さ ー び す

として、

今後
こんご

も相当量
そうとうりょう

の利用
りよう

が見込まれる
み こ ま れ る

ことから、引き続き
ひ き つ づ き

、拡充
かくじゅう

を

図る
はかる

必要
ひつよう

があります。
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（８） 地域
ちいき

で生活
せいかつ

をするために必要
ひつよう

なことや働く
はたらく

ために必要
ひつよう

な

条件
じょうけん

に関する
か ん す る

アンケート
あ ん け ー と

では、「障害
しょうがい

に対する
た い す る

理解
りかい

が進む
すすむ

こと」が大きな
お お き な

割合
わりあい

を占めて
し め て

います。

スポーツ
す ぽ ー つ

、芸術
げいじゅつ

・文化
ぶんか

などの活動
かつどう

をさらに充実
じゅうじつ

させること

により、障害者
しょうがいしゃ

の社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

と市民
しみん

の障害
しょうがい

に対する
た い す る

理解
りか い

を深める
ふ か め る

必要
ひつよう

があります。

４ 見込量
みこみりょう

確保
かくほ

のための方策
ほうさく

（１） 自立
じりつ

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

は、市内
しない

に３団体
だんたい

ありますが、会議
かいぎ

の開催
かいさい

、

意見
いけん

の集約
しゅうやく

など活動
かつどう

しやすい体制づくり
た い せ い づ く り

に向けて
む け て

、一つ
ひとつ

の団体
だんたい

への統合
とうごう

を目指します
め ざ し ま す

。

（２）コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえ ん

事業
じぎょう

の拡充
かくじゅう

を図る
はかる

ため、手話
しゅわ

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

講座
こう ざ

や本市
ほんし

職員
しょくいん

を 対象
たいしょう

とした手話
しゅわ

研修
けんしゅう

の 拡充
かくじゅう

に

取り組んで
と り く ん で

いきます。

（３） 障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

が平成
へいせい

２４年
２ ４ ね ん

１０月
１ ０ が つ

１日
１に ち

から施行
せこう

される

ことから、これまで障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

利益
りえき

の擁護
ようご

に関する
か ん す る

相談
そうだん

支援
しえ ん

に取り組んで
と り く ん で

きた地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえ ん

センター
せ ん た ー

は、これまでの経験
けいけん

と

実績
じっせき

を活かし
い か し

、さらなる障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

に向けて
む け て

の役割
やくわり

を

検討
けんとう

します。
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（４） 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

を踏まえ
ふ ま え

、専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

支援
しえ ん

の充実
じゅうじつ

や

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

センター
せ ん た ー

を中核
ちゅうかく

とした関係
かんけい

機関
きか ん

との連携
れんけい

強化
きょうか

を図り
はかり

、今後
こんご

、さらに支援
しえん

の充実
じゅうじつ

に向けた
む け た

体制
たいせい

整備
せい び

に努めて
つ と め て

いきます。

また、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえ ん

センター
せ ん た ー

が情報
じょうほう

発信
はっしん

の拠点
きょてん

となり、

発達
はったつ

障害
しょうがい

の正しい
た だ し い

理解
りか い

や支援
しえん

の必要性
ひつようせい

について普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

に

努める
つ と め る

とともに、支援
しえん

に関わる
か か わ る

者
もの

への研修
けんしゅう

などの充実
じゅうじつ

に

取り組みます
と り く み ま す

。



入院中の精神障害者の地域生活移行状況

１　１年未満入院者の平均退院率

調査年度 岡山市 岡山県 国

H12 73.9 68.4
H13 68.8 69.1
H14 72.6 68.8
H15 72.8 68.9
H16 75.9 69.9
H17 76.1 70.8
H18 75.4 70.3
H19 75.3 71.0
H20 73.9 71.2
H21 76.0 74.8 71.2
H22 73.1 75.2
H23 76.2 74.7
H24
H25
H26
H27 77.0 76.0

２　高齢長期退院者数（６５歳以上であって５年以上入院していた者の数）
　(1)  岡山県

　(2) 岡山県の算出にならって 岡山市で算出した場合

増加率
２２．２パーセント

目標値（27年630調査）

158人
平成23年6月

132人
増加率

１９．７パーセント

目標値（27年630調査）

44人
平成23年6月

36人

平均退院率（累積退院数／6月入院数×100）

76.0

73.1

76.2

68.4
69.1

68.8 68.9

69.9

70.8
70.3

71.0 71.2 71.2

76.0

73.9

68.8

72.6 72.8

75.9 76.1
75.4 75.3

73.9

74.8
75.2

74.7

77.0

67.0

68.0

69.0

70.0

71.0

72.0

73.0

74.0

75.0

76.0

77.0

78.0

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27



（万人）
精神及精神及精神及精神及びびびび行動行動行動行動のののの障害障害障害障害

脳血管疾患

新生物

糖尿病

虚血性心疾患

出典：患者調査（総患者数：医療機関を受療している推計患者数）

傷病別の医療機関にかかっている患者数

1

年次推移



204.1
218.1

323.3

258.4

302.8

（万人）

資料：患者調査

精神疾患・障害者の状況Ⅱ
～精神疾患の患者数～（医療機関にかかっている患者）



精神病床数および入院患者数の変化

資料：病床数－医療施設調査（10月1日）、入院患者数－病院報告（10月の平均）

(単位:万) （（（（H11H11H11H11比比比比 2.5%2.5%2.5%2.5%減減減減））））

（（（（H11H11H11H11比比比比 5.4%5.4%5.4%5.4%減減減減））））

病床数病床数病床数病床数



精神病床数（諸外国との比較）
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資料：OECD Health Data 2002 （1999年以前のデータ）
OECD Health Data 2007 （2000年以降のデータ）









［［［［地域精神保健活動地域精神保健活動地域精神保健活動地域精神保健活動］］］］
（保健所・保健ｾﾝﾀｰ）
・退院に向けた支援
・家族支援
・治療中断の予防
・困難事例への対応
・地域調整

（こころの健康ｾﾝﾀｰ）
・技術援助

【【【【地域移行支援地域移行支援地域移行支援地域移行支援（（（（地域相談支援給付地域相談支援給付地域相談支援給付地域相談支援給付））））】】】】
登録事業所（H24.5 精神10／12 事業所）

［対象］原則1年以上入院者
［内容］地域生活準備や福祉サービス見学・体験の

為の外出同行支援・入居支援等
［期間］6か月(最長1年)

【【【【計画相談支援計画相談支援計画相談支援計画相談支援（（（（計画相談支援給付計画相談支援給付計画相談支援給付計画相談支援給付））））】】】】
登録事業所（H24.5 精神12／16事業所） ［内容］支援計画作成･モニタリング

障
害
者
自
立
支
援
法

［［［［地域移行地域移行地域移行地域移行・・・・地域定着支援体制整備地域定着支援体制整備地域定着支援体制整備地域定着支援体制整備］］］］

［［［［関係者関係者関係者関係者のののの資質向上資質向上資質向上資質向上］］］］
・地域精神保健福祉連絡会

・精神保健福祉医療関係者研修

［［［［ネットワークネットワークネットワークネットワークづくりづくりづくりづくり］］］］
・事業所交流会

・障害者自立支援協議会

・精神障害者地域交流会

・庁内連携の推進

［［［［普普普普 及及及及・・・・啓啓啓啓 発発発発］］］］
・地域住民を対象とした講演会

・社会参加促進事業

・こころの健康マップ 他

退 院 治療中断
症状再燃

長長長長 期期期期 入入入入 院院院院 在在在在 宅宅宅宅

［［［［長期入院者長期入院者長期入院者長期入院者へのへのへのへの働働働働きかけきかけきかけきかけ］］］］
（保健所 精神保健係）

・市長同意入院者への対応
（こころの健康ｾﾝﾀｰ）

・退院意欲向上事業
・被保護者退院支援事業

岡山市岡山市岡山市岡山市におけるにおけるにおけるにおける精神障害者精神障害者精神障害者精神障害者 地域移行地域移行地域移行地域移行・・・・地域定着支援推進体制地域定着支援推進体制地域定着支援推進体制地域定着支援推進体制

［［［［早期退院早期退院早期退院早期退院にににに向向向向けたけたけたけた調整等調整等調整等調整等］］］］
（保健所･保健ｾﾝﾀｰ）

・緊急対応事例継続支援事業

医療機関との調整・情報共

有・面接･ケア会議等
（こころの健康ｾﾝﾀｰ）

・地域移行･地域定着支援・調整

［［［［治療中断治療中断治療中断治療中断・・・・再発防止再発防止再発防止再発防止］］］］
（保健所･保健ｾﾝﾀｰ）

・緊急対応（訪問･相談･調整等）

・通報対応

（こころの健康ｾﾝﾀｰ）

・危機介入事業

［［［［相談支援提供体制相談支援提供体制相談支援提供体制相談支援提供体制のののの整備整備整備整備］］］］
・第3期岡山市障害者福祉計画

（相談支援提供体制の量的拡大）
・相談支援員研修（県）

（初任者、現任、専門コース別）

平成24年度

各種福祉サービス 就労支援 等

【【【【地域定着支援地域定着支援地域定着支援地域定着支援（（（（地域相談支援給付地域相談支援給付地域相談支援給付地域相談支援給付））））】】】】

登録事業所（H24.5 精神10／12事業所）

［対象］原則単身で緊急時の支援が見込めない者
［内容］24時間の相談支援体制等
［期間］1年（更新可）

契
約
可
能

契
約
可
能










